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は
じ
め
に

　

前
漢
儒
者
の
董
仲
舒
は
、
天
人
相
關
論
に
基
づ
き
災
異
說
を
構
筑
し

た
が
、『
漢
書
』
董
仲
舒
傳
に
、
そ
の
「
天
人
三
策
」
が
武
帝
に
嘉
納

さ
れ
た
、
と
す
る
こ
と
は
史
實
で
は
な
い（

一
）。
師
說
を
繼
承
す
る
董
仲
舒

學
派
は
、『
董
仲
舒
書
』
あ
る
い
は
『
春
秋
繁
露
』
に
そ
の
說
を
展
開

さ
せ
た（

二
）。『
董
仲
舒
書
』
は
、
註
（
一
）
所
揭
福
井
著
書
に
よ
り
、
班

固
の
『
漢
書
』
董
仲
舒
傳
加
筆
の
際
の
種
本
と
推
定
さ
れ
た
が
現
存
は

せ
ず
、
一
方
、
傳
存
す
る
『
春
秋
繁
露
』
と
『
董
仲
舒
書
』
と
の
關
係

も
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

そ
こ
で
、
そ
う
し
た
著
作
面
か
ら
で
は
な
く
、
董
仲
舒
が
果
た
し
得

な
か
っ
た
政
治
へ
の
働
き
か
け
か
ら
、
董
仲
舒
學
派
、
あ
る
い
は
公
羊

學
派
の
展
開
を
考
察
す
る
こ
と
も
、
董
仲
舒
の
思
想
が
漢
代
に
果
た
し

た
役
割
を
考
察
す
る
一
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
董
仲
舒
の
再

傳
の
弟
子
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
眭
弘
が
、
霍
光
へ
の
働
き
か
け
に
よ
り

處
刑
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
宣
帝
に
よ
り
そ
の
子
が
郞
官
に
徵
召
さ
れ

た
原
因
を
探
る
こ
と
か
ら
、
前
漢
後
半
期
に
お
け
る
革
命
思
想
の
展
開

に
論
乁
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

一
、
武
帝
の
後
繼
者

　

董
仲
舒
を
師
と
す
る
司
馬
遷
は
、
董
仲
舒
の
災
異
說
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
記
錄
し
て
い
る
。

今
上 
卽
位
す
る
や
、（
董
仲
舒
）
江
都
の
相
と
爲
る
。
①
春
秋
災
異

の
變
を
以
て
、
陰
陽
の
錯
行
す
る
所
以
を
推
す
。
故
に
雨
を
求
む
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る
に
は
諸
陽
を
閉
ぢ
、
諸
陰
を
縱は

な

ち
、
其
の
雨
を
止
む
る
に
は
是

を
反
す
。
之
を
一
國
に
行
ひ
、
未
だ
嘗
て
欲
す
る
所
を
得
ず
ん
ば

あ
ら
ず
。
中
ご
ろ
に
廢
せ
ら
れ
中
大
夫
と
爲
り
、
舍
に
居
り
、

②
災
異
の
記
を
著
す
。
是
の
時
、
遼
東
の
高
廟 

災
あ
れ
ば
な
り
。

主
父
偃 

之
を
疾
み
、
其
の
書
を
取
り
之
を
天
子
に
奏
す
。
天
子 

諸
生
を
召
し
其
の
書
を
示
す
に
、
刺
譏
す
る
有
り
。
董
仲
舒
の
弟

子
た
る
呂
步
舒
、
其
の
師
の
書
な
る
を
知
ら
ず
、
以
て
下
愚
と
爲

す
。
是
に
於
て
董
仲
舒
を
吏
に
下
す
。
當
に
死
す
べ
き
も
、
詔
も

て
之
を
赦
す
。
③
是
に
於
て
董
仲
舒
、
竟
に
敢
て
復
た
災
異
を
言

は
ず（

三
）。

　

①
『
春
秋
』
に
記
載
さ
れ
る
「
災
異
」
と
は
、自
然
界
に
お
け
る
洪
水
・

旱
魃
・
日
⻝
・
地
震
、
彗
星
・
隕
石
や
霜
・
雹
、
蝗
害
や
寒
暑
の
變
調

な
ど
の
異
變
現
𧰼
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
小
な
る
も
の
を
「
災
」、
大
な

る
も
の
を
「
異
」
と
い
う
。
こ
の
「
災
異
」
を
利
用
し
て
、
君
主
の
惡

政
を
規
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
、
災
異
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
春

秋
經
』
や
『
公
羊
傳
』
に
本
來
備
わ
っ
て
い
る
思
想
で
は
な
い（

四
）。
そ
こ

に
は
、
君
主
が
天
の
意
志
に
反
す
る
行
爲
を
す
れ
ば
、
天
は
ま
ず
災
異

を
下
し
て
譴
責
す
る
。
そ
れ
で
も
改
め
な
け
れ
ば
、
天
は
そ
の
國
を
滅

ぼ
す
と
い
う
董
仲
舒
の
天
人
相
關
論
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。そ
し
て
、

災
異
と
天
人
相
關
を
結
ぶ
も
の
が
、「
陰
陽
」
で
あ
る
。
自
然
だ
け
で

は
な
く
人
閒
に
も
陰
陽
の
氣
が
あ
り
、
人
閒
界
の
陰
陽
が
亂
れ
る
と
、

自
然
界
の
陰
陽
に
感
應
し
て
、そ
の
正
常
な
活
動
を
「
錯
行
」
さ
せ
る
。

董
仲
舒
後
學
が
ま
と
め
た
『
董
仲
舒
書
』
に
よ
る
加
筆
が
想
定
さ
れ
る

『
漢
書
』
卷
五
十
六 

董
仲
舒
傳
で
は
、
こ
れ
を
明
確
に
「
陰
陽 

繆
盭
し

て
妖
孽 

生
ず
。
此
れ
災
異
の
緣
り
て
起
こ
る
所ゆ

ゑ
んな

り
（
陰
陽
繆
盭
而
妖

孽
生
矣
。
此
災
異
所
緣
而
起
也
）」
と
說
明
し
て
い
る
。

　

董
仲
舒
は
、
②
「
遼
東
の
高
廟
」
に
「
災
」
が
あ
っ
た
た
め
、「
災

異
の
記
」
を
著
し
た
が
、
主
父
偃
に
こ
れ
を
盜
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ

の
中
に
あ
る
政
治
批
判
に
つ
い
て
の
武
帝
の
下
問
に
對
し
て
、
弟
子
の

呂
步
舒
が
「
下
愚
」
と
評
し
た
た
め
に
、
董
仲
舒
は
死
罪
に
當
て
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
許
さ
れ
た
あ
と
に
は
、
③
二
度
と
「
災
異
を

言
は
」
な
か
っ
た
と
い
う
。
武
帝
が
尊
重
し
た
儒
者
は
、
自
ら
の
政
治

を
儒
敎
で
粉
餝
す
る
公
孫
弘
で
あ
り
、
公
孫
弘
を
「
曲
學
阿
世
」
と
批

判
し
、
武
帝
の
政
治
を
災
異
說
で
諫
め
よ
う
と
し
た
董
仲
舒
は
、
政
治

的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
も
あ
っ
て
か
、
董
仲
舒
の
本
人
の
言
を
含
み
な
が
ら
も
、
後
學

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
春
秋
繁
露
』
は
、
災
異
說
が
神
祕
的
に
豫
言

に
傾
斜
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
災
異
の
豫
占
化
に
批
判
的
で
あ
る
。

因
り
て
夫
の
災
異
の
𧰼
を
前
に
推
し
、
然
る
後
に
安
危
禍
亂
を
後

に
圖
る
者
を
惡
む
。
春
秋
の
甚
だ
貴
ぶ
所
に
非
ざ
れ
ば
な
り（

五
）。
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先
に
現
れ
た
「
災
異
」
を
「
𧰼
」
と
し
、
後
に
「
安
危
禍
亂
」
を
考

え
る
、
す
な
わ
ち
災
異
を
豫
占
化
す
る
こ
と
で
、
政
治
と
關
わ
り
を
持

つ
こ
と
を
『
春
秋
』
は
尊
重
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、

災
異
の
豫
占
化
は
進
ん
だ
。
日
原
利
國
に
よ
れ
ば（

六
）、

そ
の
原
因
は
、
第

一
に
春
秋
學
派
の
易
學
派
と
の
交
涉
、
第
二
に
過
去
の
行
爲
だ
け
で
は

な
く
未
來
の
豫
測
さ
れ
る
行
爲
に
對
し
て
、
そ
の
心
意
を
探
り
襃
貶
を

加
え
る
と
い
う
『
春
秋
』
の
特
徵
に
あ
る
と
い
う
。
首
肯
す
べ
き
見
解

で
あ
る
。
だ
が
、『
漢
書
』
卷
七
十
五
に
集
め
ら
れ
た
、
尙
書
家
の
夏

侯
始
昌
・
夏
侯
勝
、
易
家
の
京
房
、
齊
詩
の
翼
奉
が
す
べ
て
災
異
說
を

展
開
し
て
い
る
よ
う
に
、
春
秋
家
と
易
家
だ
け
が
災
異
を
說
い
た
わ
け

で
は
な
い
。
武
帝
の
と
き
に
未
だ
本
格
的
に
政
治
に
關
與
で
き
な
か
っ

た
儒
家
が
、
政
治
に
⻝
い
込
む
手
段
と
し
て
災
異
思
想
を
用
い
た
こ
と

に
、
災
異
の
豫
占
化
の
政
治
的
な
理
由
は
求
め
ら
れ
よ
う
。
本
稿
で
取

り
上
げ
る
眭
弘
の
事
例
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。そ
れ
を
檢
討
す
る
前
に
、

こ
こ
で
は
易
家
の
京
房
が
說
明
す
る
『
春
秋
』
の
豫
占
化
過
程
と
、
眭

弘
の
豫
占
の
舞
臺
と
な
っ
た
武
帝
崩
御
の
後
の
政
治
狀
況
を
槪
觀
し
て

お
こ
う
。

　

元
帝
に
對
し
て
、
現
狀
の
政
治
の
あ
り
方
が
な
ぜ
災
異
に
よ
っ
て
分

か
る
の
か
、
京
房
は
次
の
よ
う
に
說
明
し
て
い
る
。

春
秋
は
二
百
四
十
二
年
の
災
異
を
紀
し
て
、
以
て
萬
世
の
君
に
視し

め

す
。
今 

陛
下 

卽
位
し
て
よ
り
已
來
、
日
月
は
明
を
失
ひ
、
星
辰

は
逆
行
し
、
山
は
崩
れ
泉
は
涌
き
、
地
は
震
へ
石
は
隕
ち
、
夏
は

霜
ふ
り
鼕
は
靁
な
り
、
春
は
凋し

ぼ

み
秋
は
榮し

げ

る
。
隕
霜
は
殺
さ
ざ
る

も
、
水
旱
・
螟
蟲
に
、
民
人
は
飢
疫
し
、
盜
賊
は
禁や

ま
ず
、
刑
人

は
市
に
滿
つ
。
春
秋
の
記
す
所
の
災
異 

盡
く
備
は
る
。
陸
下 

今

を
視
る
に
治
と
爲
す
や
、
亂
と
な
す
や（

七
）。

　

京
房
は
、『
春
秋
』
を
二
百
四
十
二
年
閒
の
災
異
を
記
し
て
い
る
災

異
書
と
捉
え
、
現
行
の
災
異
を
そ
れ
に
當
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
で
、

未
來
を
豫
占
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
二
百
四
十
年
閒
の
「
事
」
を
記

す
『
春
秋
』
は
、
未
來
を
豫
想
可
能
と
す
る
災
異
事
例
集
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
豫
占
化
し
た
災
異
思
想
が
、
政
治
と
關
わ
っ

た
武
帝
崩
御
時
の
後
繼
者
を
確
認
し
よ
う
。
武
帝
に
は
、
早
く
に
卒
し

た
次
男
の
劉
閎
の
ほ
か
、
衞
皇
后
が
產
ん
だ
長
男
の
劉
據
［
戾
太
子
。

劉
病
已
（
第
十
代
宣
帝
）
は
孫
］、
李
姬
の
產
ん
だ
三
男
の
劉
丹
［
燕
王
］、

四
男
の
劉
胥
［
廣
陵
厲
王
］、
李
廣
利
の
妹
で
あ
る
李
夫
人
が
產
ん
だ
五

男
の
劉
髆
［
昌
邑
哀
王
。
海
昏
侯
劉
賀
（
第
九
代
廢
帝
）
は
子
］、
趙
婕
妤

が
產
ん
だ
末
子
の
劉
弗
陵
［
第
八
代
昭
帝
］
と
い
う
、
あ
わ
せ
て
六
人

の
子
が
い
た
。

　

こ
の
う
ち
、
皇
太
子
の
劉
據
は
、
江
充
に
よ
り
巫
蠱
の
獄
に
陷
れ
ら
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れ
て
い
た
。
木
の
人
形
を
土
中
に
埋
め
、
巫
に
呪
詛
さ
せ
て
武
帝
の
殺

害
を
謀
っ
た
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
征
和
二
（
前
九
一
）
年
、
劉
據
は

兵
を
起
こ
し
、
自
ら
を
陷
れ
た
江
充
を
斬
っ
た
も
の
の
、
そ
の
軍
は
丞

相
の
劉
屈
氂
［
中
山
靖
王
劉
勝
の
子
］
に
鎭
壓
さ
れ
た
。
劉
據
の
子
で
あ

る
劉
進［
史
皇
孫
］は
殺
さ
れ
た
が
、そ
の
子
の
劉
病
已［
の
ち
の
宣
帝
］は
、

治
獄
使
者
と
し
て
取
調
べ
を
行
っ
た
丙
吉
に
よ
り
助
け
ら
れ
た
。の
ち
、

武
帝
が
劉
據
の
無
罪
を
知
り
恩
赦
を
す
る
と
、
掖
廷
令
の
張
賀
［
御
史

大
夫
の
張
湯
の
子
］
が
後
見
役
と
な
り
、
劉
病
已
に
學
問
を
積
ま
せ
た
。

張
湯
は
、
儒
者
の
公
孫
弘
と
關
係
が
良
く
、
霍
光
と
對
立
す
る
桑
弘
羊

の
鹽
鐵
專
賣
を
支
持
し
て
い
た
。
霍
光
と
は
潛
在
的
に
は
敵
對
關
係
を

持
つ
。

　

劉
據
［
戾
太
子
］
が
死
ぬ
と
、
燕
王
の
劉
丹
は
、
自
分
が
最
年
長
で

あ
る
た
め
に
帝
位
を
窺
い
、
武
帝
に
長
安
で
警
護
の
任
に
就
く
こ
と
を

求
め
た
。
し
か
し
、
劉
丹
を
評
價
し
な
い
武
帝
は
、
そ
の
動
き
に
激
怒

し
て
、
燕
王
か
ら
三
縣
を
沒
收
す
る
と
共
に
、
末
子
の
劉
弗
陵
［
昭
帝
］

を
皇
太
子
と
し
た
。
一
方
、
五
男
の
劉
髆
に
は
、
戾
太
子
を
鎭
壓
し
た

丞
相
の
劉
屈
氂
と
伯
父
の
李
廣
利
が
羽
翼
と
な
る
。
二
人
は
劉
髆
を
太

子
に
立
て
る
謀
略
を
進
め
た
が
、
事
前
に
發
覺
し
た
。
劉
屈
氂
は
刑
死

し
、
李
廣
利
は
匈
奴
に
亡
命
す
る
。
た
だ
し
、
劉
髆
は
謀
略
と
關
わ
っ

て
お
ら
ず
、連
座
を
免
れ
た
。
劉
髆
の
子
が
劉
賀［
の
ち
の
廢
帝
］で
あ
る
。

　

後
元
二
（
前
八
七
）
年
、
武
帝
が
崩
御
し
た
。
わ
ず
か
八
歲
で
卽
位

し
た
末
子
の
劉
弗
陵
［
昭
帝
］
の
も
と
、
大
司
馬
・
大
將
軍
の
霍
光
［
霍

去
病
の
異
母
弟
］
が
政
權
を
掌
握
す
る
。
そ
の
と
き
、
な
お
帝
位
繼
承

が
可
能
な
者
と
し
て
、
長
子
の
孫
の
劉
病
已
［
の
ち
の
宣
帝
］、
三
男
の

燕
王
劉
丹
、
五
男
の
劉
髆
の
子
劉
賀
［
の
ち
の
廢
帝
］
が
い
た
。

　

最
初
に
動
い
た
も
の
は
、
三
男
の
燕
王
劉
丹
で
あ
っ
た
。
武
帝
は
、

霍
光
を
大
司
馬
・
大
將
軍
に
任
ず
る
と
共
に
、
金
日
磾
［
匈
奴
の
休
屠

王
の
太
子
］・
上
官
桀
に
霍
光
を
補
佐
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
し
か

し
、
や
が
て
霍
光
と
對
立
し
た
上
官
桀
は
、
元
鳳
元
（
前
八
〇
）
年
、

兄
で
あ
る
の
に
帝
位
に
付
け
な
か
っ
た
燕
王
の
劉
旦
、
前
年
の
鹽
鐵
會

議
で
霍
光
に
敗
れ
た
桑
弘
羊
と
共
に
亂
を
企
て
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、

亂
は
露
見
し
、
燕
王
は
自
殺
、
上
官
桀
・
桑
弘
羊
は
誅
殺
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
專
權
を
掌
握
し
た
霍
光
は
、
元
鳳
四
（
前
七
七
）
年
に
、

昭
帝
が
十
八
歲
で
元
服
し
て
も
、政
權
を
返
還
し
な
い
。
そ
の
一
方
で
、

內
朝
に
霍
氏
一
族
を
次
々
と
登
用
す
る
。
霍
光
の
子
霍
禹
は
、
霍
去
病

の
孫
霍
雲
と
共
に
中
郞
將
と
な
り
、
霍
雲
の
弟
霍
山
は
奉
車
都
尉
・
侍

中
と
な
り
、
胡
越
兵
［
匈
奴
と
南
越
の
降
伏
兵
］
を
統
率
し
た
。
こ
の
ほ

か
の
一
族
も
多
く
兵
權
を
持
ち
、
霍
光
の
威
勢
は
、
朝
廷
を
震
わ
せ
た
。

董
仲
舒
の
孫
弟
子
と
い
う
眭
弘
が
、
上
奏
文
を
提
示
し
た
の
は
、
そ
の

前
年
に
あ
た
る
元
鳳
三
（
前
七
八
）
年
で
あ
っ
た
。
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二
、
眭
弘
の
上
奏

　

眭
弘
は
、字
を
孟
と
い
い
、魯
國
蕃
縣
の
人
で
あ
る
。
嬴
公
よ
り
『
春

秋
』
を
受
け
、
議
郞
を
經
て
符
節
令
と
な
っ
た
（『
漢
書
』
卷
七
十
五 

眭

弘
傳
）。『
漢
書
』
に
よ
れ
ば
、
眭
弘
の
師
で
あ
る
嬴
公
は
、
董
仲
舒
の

弟
子
で
あ
る
と
い
う
。

而
し
て
董
生 

江
都
相
と
爲
り
、自
ら
傳
有
り
。弟
子 

之
を
遂き

は
むる

者
、

蘭
陵
の
褚
大
・
東
平
の
嬴
公
・
廣
川
の
段
仲
・
溫
の
呂
步
舒
な
り
。

…
…
唯
だ
①
嬴
公
の
み
學
を
守
り
師
法
を
失
は
ず
、
昭
帝
の
諫
大

夫
と
爲
る
。
東
海
の
孟
卿
・
魯
の
眭
孟
に
授
く
。
孟 

符
節
令
と

爲
り
、
災
異
を
說
く
に
坐
し
て
誅
せ
ら
る
。
自
ら
傳
有
り
。
嚴
彭

祖 

字
は
公
子
、
東
海
下
邳
の
人
な
り
。
顏
安
樂
と
與
に
倶
に
眭

孟
に
事
ふ
。
孟
の
弟
子
は
百
餘
人
な
る
も
、
唯
だ
彭
祖
・
安
樂
の

み
明
爲た

り
て
、
質
問
・
疑
誼
に
、
各

所
見
を
持
す
。
孟
曰
く
、

②
「
春
秋
の
意
は
、
二
子
に
在
り
」
と
。
孟 

死
し
、
彭
祖
・
安
樂 

各

門
を
顓も

っ
ぱら

に
敎
授
す
。
是
に
由
り
公
羊
春
秋
に
顏
・
嚴
の
學

有
り（

八
）。

　

眭
弘
に
關
わ
る『
漢
書
』の
記
錄
に
は
種
々
の
疑
問
が
あ
る
。第
一
に
、

引
用
し
た
よ
う
に
『
漢
書
』
儒
林 

胡
母
生
傳
は
、
眭
弘
の
師
で
あ
る

嬴
公
を
董
仲
舒
の
弟
子
と
す
る
。
だ
が
、『
史
記
』
卷
一
百
二
十
一 

儒

林 

胡
毋
生
傳
は
、「
仲
舒
の
弟
子 

遂
る
者
は
、
蘭
陵
の
褚
大
・
廣
川
の

殷
忠
・
溫
の
呂
步
舒
な
り
（
仲
舒
弟
子
遂
者
、
蘭
陵
褚
大
・
廣
川
殷
忠
・
溫

呂
步
舒
）」
と
揭
げ
る
だ
け
で
、
嬴
公
を
含
ま
な
い
。
そ
し
て
、『
漢
書
』

儒
林
傳
は
、『
史
記
』
に
は
記
錄
さ
れ
な
い
嬴
公
だ
け
が
、
董
仲
舒
の

①「
學
を
守
り
師
法
を
失
は
」な
か
っ
た
と
す
る
。で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、

『
史
記
』
に
記
載
さ
れ
な
い
理
由
が
な
い
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
後
漢
の

官
學
と
な
っ
た
嚴
氏
公
羊
春
秋
・
顏
氏
公
羊
春
秋
の
祖
で
あ
る
嚴
彭
祖

と
顏
安
樂
は
、
共
に
眭
弘
（
眭
孟
）
か
ら
公
羊
傳
を
受
け
、
眭
弘
か
ら

②
「
春
秋
の
意
は
、
二
子
に
在
り
」
と
言
わ
れ
た
、
と
い
う
。
後
漢
時

代
に
書
か
れ
た
『
漢
書
』
に
は
、
官
學
で
あ
る
嚴
氏
・
顏
氏
公
羊
春
秋

の
祖
と
な
る
眭
弘
の
師
で
あ
る
嬴
公
が
董
仲
舒
の
直
弟
子
で
あ
り
、
①

「
學
を
守
り
師
法
を
失
は
」
な
か
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
嬴
公
が

『
史
記
』
に
は
な
く
、『
漢
書
』
で
重
視
さ
れ
る
理
由
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

後
漢
の
公
羊
學
派
が
、
董
仲
舒
が
二
度
と
口
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
災

異
說
の
豫
占
化
の
方
向
に
進
ん
だ
こ
と
と
も
整
合
的
で
あ
る
。

　

第
二
に
、『
漢
書
』
は
、『
史
記
』
が
、た
と
え
ば
項
「
籍
」
を
字
の
「
羽
」

で
記
す
こ
と
を
嚴
し
く
批
判
し
て
い
る（

九
）。
し
か
し
、『
漢
書
』儒
林
傳
は
、

眭
弘
を
字
の
「
孟
」
で
記
述
す
る
。
同
じ
く
『
漢
書
』
で
あ
り
な
が
ら
、

眭
弘
傳
と
儒
林
傳
で
、
呼
び
方
に
統
一
性
を
缺
く
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
次
に
揭
げ
る
眭
弘
の
上
奏
文
に
關
わ
る
文
章
に
も
疑
問
點
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は
存
在
す
る
。

孝
昭
の
元
鳳
三
年
正
月
、
①
泰
山
の
萊
蕪
山
の
南
に
、
匈
匈
と
し

て
數
千
人
の
聲
有
り
。
民 

之
を
視
る
に
、
大
石
の
自
ら
立
つ
有

り
て
、
高
さ
は
丈
五
尺
、
大
は
四
十
八
圍
、
地
に
入
る
こ
と
深
さ

八
尺
、
三
石
も
て
足
と
爲
す
。
石 

立
ち
て
後
、
白
烏
の
數
千 

下

り
て
其
の
旁
に
集つ

ど

ふ
有
り
。
是
の
時
、
②
昌
邑
に
枯
れ
し
社
木 

臥

す
も
復
た
生
く
る
有
り
。
又 
③
上
林
苑
中
に
大
柳
樹 

斷
ち
枯
れ

て
地
に
臥
す
も
、
亦
た
自
ら
立
ち
て
生
き
、
蟲 

樹
の
葉
を
⻝
ひ

文
字
を
成
し
、
公
孫
の
病
已 

立
つ
と
曰
ふ
有
り
。（
眭
）
孟 

春
秋

の
意
を
推
す
に
、
以
爲
へ
ら
く
、
石
・
柳
は
皆 

陰
の
類
、
下
民

の
𧰼
な
り
。
泰
山
な
る
者
は
岱
宗
の
嶽
、
王
者
の
易
姓
吿
代
の
處

な
り
。
今 

大
石 

自
ら
立
ち
、
僵
柳 

復
た
起
き
る
は
、
人
力
の
爲

す
所
に
非
ず
。
此
れ
當
に
④
匹
夫
よ
り
天
子
と
爲
る
者
有
ら
ん
と

す
。
枯
れ
し
社
木 

復
た
生
く
る
は
、
故
の
廢
せ
ら
れ
し
の
家
た

る
⑤
公
孫
氏
、
當
に
復
た
興
る
者
あ
ら
ん
と
す
。
孟
の
意 
亦
た
其

の
在
る
所
を
知
ら
ず
、
卽
ち
說
き
て
曰
く
、「
先
師
の
董
仲
舒
に

言
有
り
、
⑥
繼
體
守
文
の
君
有
り
と
雖
も
、
圣
人
の
受
命
を
害

さ
ま
た
げず

」

と
。
⑦
漢
家
は
堯
の
後
な
れ
ば
、
傳
國
の
運
有
り
。
⑧
漢
帝 

宜
し

く
誰
か
天
下
に
差つ

か

は
し
、
賢
人
を
求
索
し
、
襢ゆ

づ

る
に
帝
位
を
以
て

し
、
而
し
て
退
き
て
自
ら
百
里
に
封
ぜ
ら
る
る
こ
と
、
⑨
殷
・
週

二
王
の
後
の
如
く
し
、
以
て
天
命
を
承
順
す
べ
し
。
孟 

友
人
の

內
官
た
る
長
賜
を
し
て
此
の
書
を
上
ら
し
む
。
時
に
昭
帝 

幼
な

く
、
⑩
大
將
軍
の
霍
光 

政
を
秉
る
。
之
を
惡
み
、
其
の
書
を
廷
尉

に
下
す
。
奏
す
る
に
賜
・
孟 

妄
り
に
祅
言
を
設
け
て
衆
を
惑
し
、

大
逆
不
衟
な
れ
ば
、
皆 

伏
誅
せ
し
め
ん
と
。
後
五
年
、
⑪
孝
宣
帝 

民
閒
よ
り
興
り
、
位
に
卽
き
、
孟
の
子
を
徵
し
て
郞
と
爲
す（

一
〇
）。

　

眭
弘
の
上
奏
文
は
、
前
半
に
三
つ
の
災
異
、
あ
る
い
は
瑞
祥
と
も
言

い
得
る
「
𧰼
」
を
揭
げ
る
。
第
一
は
、①
泰
山
で
大
き
な
石
が
自
立
し
、

そ
の
の
ち
、
白
い
烏
が
數
千
羽
集
ま
っ
た
こ
と
、
第
二
は
、
②
昌
邑
の

枯
れ
て
倒
れ
て
い
た
社
木
が
自
立
し
た
こ
と
、
第
三
は
、
③
上
林
苑
中

の
枯
れ
て
倒
れ
て
い
た
大
柳
が
自
立
し
、
そ
の
葉
を
蟲
が
⻝
べ
て
「
公

孫
の
病
已 

立
つ
」
と
文
字
を
記
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
𧰼

に
對
す
る
眭
弘
の
解
釋
は
、
第
一
と
第
三
を
踏
ま
え
た
、
④
「
匹
夫
よ

り
天
子
と
爲
る
者
有
ら
ん
」
と
、
第
三
を
踏
ま
え
た
⑤
「
公
孫
氏
、
當

に
復
た
興
る
者
あ
ら
ん
」
で
あ
る
。
二
つ
を
ま
と
め
る
と
、
公
孫
氏
と

い
う
匹
夫
か
ら
天
子
と
な
る
者
が
あ
る
と
い
う
豫
占
に
な
る
。
そ
の
う

え
で
眭
弘
は
、
こ
の
豫
占
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
と
し
、
先
師
の
董
仲

舒
の
言
葉
を
⑥
「
繼
體
守
文
の
君
有
り
と
雖
も
、圣
人
の
受
命
を
害
ず
」

と
引
く
。
そ
の
う
え
で
、⑦
「
漢
家
は
堯
の
後
」
な
の
で
「
傳
國
の
運
」

が
あ
る
た
め
、
⑧
「
漢
帝
」
は
「
賢
人
」
を
探
し
て
帝
位
を
讓
り
、
⑨
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「
二
王
の
後
」
の
よ
う
に
、百
里
の
諸
侯
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

こ
れ
を
友
人
の
長
賜
に
上
奏
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
⑩
大
將
軍
の
霍
光
は
怒

っ
て
廷
尉
に
そ
の
書
を
下
し
、「
大
逆
不
衟
」
と
し
て
長
賜
と
眭
弘
は

處
刑
さ
れ
た
。
し
か
し
、
⑪
宣
帝
が
民
閒
か
ら
卽
位
す
る
と
、
眭
弘
の

子
は
徵
召
さ
れ
て
「
郞
」
と
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

三
つ
の
災
異
（
瑞
祥
）
の
う
ち
、
最
も
明
確
な
も
の
は
、
第
三
の
③

「
公
孫
の
病
已 

立
つ
」
と
い
う
文
言
を
含
む
も
の
で
あ
る
。「
公
孫
」

と
は
國
君
、
あ
る
い
は
宗
室
の
孫
を
指
す
の
で
、
こ
れ
は
戾
太
子
の
孫

で
あ
る
劉
病
已
が
卽
位
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
劉
病
已
を
後
見
し
て

い
た
張
賀
の
父
張
湯
は
、
公
孫
弘
と

し
い
。
災
異
か
ら
豫
占
を
說
く

公
羊
學
派
と
の
關
わ
り
を
見
い
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。劉
病
已
は
、

④
「
匹
夫
よ
り
天
子
と
爲
る
者
有
ら
ん
」
と
⑤
「
公
孫
氏
、
當
に
復
た

興
る
者
あ
ら
ん
」
と
い
う
豫
占
ど
お
り
、
宣
帝
と
な
っ
た
。「
大
逆
不

衟
」
と
し
て
處
刑
さ
れ
た
眭
弘
の
子
が
⑪
宣
帝
の
卽
位
後
、
徵
召
さ
れ

て「
郞
」と
な
っ
た
の
は
、こ
の
豫
占
を
宣
帝
が
評
價
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

第
二
の
②
昌
邑
の
社
木
の
自
立
も
、「
昌
邑
」
と
い
う
地
名
か
ら
考

え
て
、
劉
賀
［
廢
帝
］
卽
位
の
豫
占
で
あ
る
。
昌
邑
王
家
に
は
、
尙
書

家
の
夏
侯
始
昌
が
仕
え
て
い
た
。
夏
侯
始
昌
は
『
齊
詩
』
と
『
尙
書
』

を
修
め
、
陰
陽
の
術
に
明
る
く
、
柏
梁
臺
に
災
害
の
あ
る
日
を
豫
言
し
、

的
中
さ
せ
て
い
る
。
そ
う
し
た
學
問
を
背
景
に
、
劉
賀
あ
る
い
は
父
の

劉
髆
、
い
ず
れ
に
せ
よ
昌
邑
王
家
の
た
め
に
豫
占
が
作
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
不
自
然
で
は
な
い
。

　

第
一
の
①
泰
山
の
石
が
自
立
し
、
白
い
烏
が
數
千
羽
集
ま
っ
た
こ
と

は
、
霍
光
卽
位
の
た
め
の
豫
占
で
は
な
い
か
（
一
一
）。

そ
れ
は
、
劉
病
已
や
昌

邑
王
家
の
卽
位
に
は
必
要
の
な
い
、「
革
命
」
が
先
師
の
董
仲
舒
の
言

葉
を
借
り
な
が
ら
、
正
統
化
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ

の
革
命
は
、
⑥
「
繼
體
守
文
の
君
」
が
あ
っ
て
も
、「
圣
人
の
受
命
」

は
妨
げ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
⑧
「
漢
帝
」
は
「
賢
人
」
を
探

し
て
帝
位
を
讓
る
べ
し
、
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
天
人
相
關
論
に
基

づ
く
災
異
說
を
展
開
し
て
い
け
ば
、
必
然
的
に
「
革
命
」
へ
と
た
ど
り

着
く
。
⑩
大
將
軍
の
霍
光
が
怒
っ
て
、
廷
尉
に
「
大
逆
不
衟
」
と
し
て

眭
弘
を
處
刑
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
霍
光
が

革
命
を
目
指
し
て
い
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
だ
が
、
眭
弘
の
露
骨

過
ぎ
る
「
革
命
」
の
正
統
化
は
、「
大
逆
不
衟
」
と
し
て
退
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

　

眭
弘
の
本
意
は
、
劉
病
已
や
昌
邑
王
家
の
卽
位
で
は
な
く
、
霍
光
の

受
命
に
こ
そ
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
⑤
「
公
孫
氏
、
當
に
復
た
興
る
者

あ
ら
ん
」
と
い
う
豫
占
を
分
か
ら
な
い
と
し
、
先
師
の
董
仲
舒
の
言
を

借
り
て
、「
革
命
」
を
正
統
化
し
た
の
で
あ
る
。
眭
弘
は
、武
帝
の
死
後
、

壓
倒
的
な
專
權
を
掌
握
し
た
霍
光
に
接
近
す
る
こ
と
で
、
公
羊
學
派
を
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中
心
と
す
る
儒
敎
を
國
家
宗
敎
へ
と
押
し
上
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

か
か
る
理
解
を
行
う
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
の
疑
問
を
解
決
す
る
必

要
が
あ
る
。
第
一
は
、
⑦
「
漢
家
は
堯
の
後
」
な
の
で
「
傳
國
の
運
」

が
あ
る
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。『
漢
書
補
註
』
に
引
く
齊
召
南
が
漢

を
堯
の
後
と
す
る
記
錄
は
、
こ
こ
が
初
出
で
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
れ
を

承
け
て
王
先
謙
が
、漢
氏
が
堯
の
後
裔
で
あ
る
こ
と
は
、『
春
秋
左
氏
傳
』

の
み
に
明
文
が
あ
る
、
と
『
後
漢
書
』
賈
逵
傳
を
引
用
す
る
よ
う
に
、

『
春
秋
左
氏
傳
』
が
な
け
れ
ば
、「
漢
堯
後
說
」
は
完
成
し
な
い

（
一
二
）。

こ
の

た
め
、
齊
召
南
は
眭
弘
は
『
春
秋
左
氏
傳
』
に
も

通
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
と
疑
う
。『
漢
書
』
の
記
述
は
正
し
い
、
と
い
う
前
提
に
立
つ
た

め
で
あ
る
。
こ
の
記
錄
は
、『
漢
書
』
が
眭
弘
そ
の
人
の
上
奏
を
そ
の

ま
ま
記
錄
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
董
仲
舒
の
「
天
人
三
策
」
と
同
じ

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
漢
末
、
劉
歆
が
宣
揚
す
る
古
文
學
に
押
さ
れ

た
公
羊
學
派
が
、
顏
氏
公
羊
春
秋
・
嚴
氏
公
羊
春
秋
の
祖
と
す
る
眭
弘

に
、「
漢
堯
後
說
」
を
假
託
し
た
書
な
ど
を
材
料
と
し
て
用
い
た
も
の
、

と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

第
二
は
、漢
家
は
禪
讓
し
た
の
ち
に
は
、⑨
「
二
王
の
後
」
の
よ
う
に
、

百
里
の
諸
侯
と
な
る
べ
き
で
あ
る
、と
い
う
主
張
で
あ
る
。『
漢
書
補
註
』

に
引
く
葉
德
輝
が
、
公
羊
學
派
に
も
「
新
週
故
宋
」
說
な
ら
あ
る
、
と

述
べ
る
よ
う
に
、「
二
王
の
後
」
の
規
定
は
『
春
秋
公
羊
傳
』
に
は
な
い
。

だ
が
、『
春
秋
繁
露
』
三
代
質
文
篇
に
は
、「
下
は
二
王
の
後
を
存
す
る

に
大
國
を
以
て
し
、
其
の
服
を
服
し
、
其
の
禮
樂
を
行
ひ
、
客
と
稱
し

て
朝
せ
し
む
（
下
存
二
王
之
後
以
大
國
、使
服
其
服
、行
其
禮
樂
、稱
客
而
朝
）」

と
あ
り
、「
二
王
の
後
」
が
存
在
す
る
。

　

第
三
は
、
①
泰
山
の
大
石
が
自
立
し
た
の
ち
、
白
烏
が
集
ま
っ
た
と

い
う
記
錄
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
霍
光
の
卽
位
の
瑞
祥

で
あ
ろ
う
。
白
は
金
德
の
𧰼
徵
で
あ
り
、
そ
れ
は
霍
光
の
「
光
」
に
通

ず
る
。
そ
し
て
、
霍
光
以
外
の
②
・
③
で
「
社
木
」・「
柳
」
と
い
う
木

德
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
土
德
［
武
帝
］
→
木
德
［
廢
帝
・
宣
帝
］

→
金
德
［
霍
光
］
と
い
う
五
行
相
勝
に
基
づ
く
五
德
終
始
說
を
構
筑
す

る
た
め
で
あ
ろ
う
。
董
仲
舒
の
災
異
說
は
陰
陽
說
に
基
づ
く
に
止
ま

る（
一
三
）。

災
異
說
に
五
行
が
組
み
込
ま
れ
る
の
は
、『
春
秋
繁
露
』
や
後
述

す
る
劉
向
の
よ
う
に
前
漢
後
期
か
ら
末
期
ご
ろ
で
あ
る
。

　

以
上
、
第
一
か
ら
第
三
の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
、
最
も
相
應
し

い
推
論
は
、
班
固
が
『
春
秋
繁
露
』
の
成
立
し
た
前
漢
末
期
ご
ろ
の
公

羊
學
派
の
書
を
こ
の
部
分
の
種
本
と
し
た
と
考
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

班
固
が
自
ら
批
判
す
る
名
［
眭
弘
］
と
字
［
眭
孟
］
を
混
用
し
て
い
る
の

も
、
か
か
る
推
論
に
よ
れ
ば
合
理
的
に
說
明
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
部
に
疑
う
べ
き
資
料
を
含
み
な
が
ら
も
、
眭
弘
が

「
公
孫
の
病
已 
立
つ
」
と
上
奏
し
た
豫
占
を
宣
帝
は
自
ら
の
正
統
化
に
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用
い
、
眭
弘
の
子
を
郞
と
し
て
擧
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
眭
弘
の
說
を

繼
承
す
る
公
羊
學
派
は
、
災
異
說
の
豫
占
化
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

三
、
革
命
思
想
の
普
乁

　

霍
光
は
、
昭
帝
が
崩
御
す
る
と
、
昭
帝
の
兄
で
あ
る
劉
髆
の
子
劉
賀

［
廢
帝
］
を
皇
帝
に
擁
立
し
た
。
眭
弘
の
豫
占
で
昌
邑
の
社
木
が
自
立
し

た
と
い
う「
𧰼
」の
實
現
で
あ
る
。
武
帝
の
四
男
の
劉
胥［
燕
王
劉
丹
の
弟
］

が
、
武
帝
の
子
の
中
で
唯
一
存
命
し
て
お
り
、
群
臣
は
劉
胥
を
推
し
た

が
、「
倡
樂
逸
游
を
好
み
」、
武
帝
も
寵
用
し
な
か
っ
た
劉
胥
を
不
安
視

し
て
（『
漢
書
』
卷
六
十
三 

武
五
子 

廣
陵
厲
王
傳
）、
霍
光
は
劉
賀
を
擁
立

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
霍
光
は
わ
ず
か
二
十
七
日
で
劉
賀
を
廢
位

す
る
。
田
延
年
よ
り
皇
太
后
の
詔
を
用
い
る
こ
と
を
進
言
さ
れ
た
霍
光

は
、
劉
賀
の
無
衟
ぶ
り
を
皇
太
后
の
詔
と
し
て
讀
み
上
げ
て
廢
位
し
、

劉
賀
が
率
い
て
き
た
昌
邑
王
の
群
臣
二
百
餘
人
を
盡
く
誅
殺
し
た
。
か

れ
ら
は
、
刑
場
に
牽
か
れ
て
い
く
途
上
、「
當
に
斷
ず
べ
き
を
斷
ぜ
ず
、

反
り
て
其
の
亂
を
受
く（
當
斷
不
斷
、反
受
其
亂
）」と
叫
ん
だ
と
い
う（『
漢

書
』
卷
六
十
八 

霍
光
傳
）。
西
嶋
定
生（

一
四
）は
、
こ
う
し
た
史
料
よ
り
、
劉
賀

側
の
霍
光
暗
殺
計
畫
に
對
し
て
、
霍
光
が
緊
急
に
廢
位
を
斷
行
し
た
と

推
測
す
る
。
首
肯
し
得
る
見
解
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
霍
光
に
は
、

劉
賀
の
後
繼
者
の
準
備
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
戾
太
子
劉
據
の
孫
で

あ
る
劉
病
已
［
宣
帝
］
が
擁
立
さ
れ
る
。
眭
弘
の
豫
占
で
柳
の
葉
に
「
公

孫
の
病
已 

立
つ
」
と
あ
っ
た
「
𧰼
」
の
實
現
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
經
緯
で
卽
位
し
た
宣
帝
は
、
政
權
を
返
上
し
よ
う
と
す
る

霍
光
に
、
す
べ
て
の
政
治
を
委
任
す
る
。「
諸
事 

皆 

先
づ
光
に
關あ

づ
かり

白ま
う

し
、
然
る
後
に
天
子
に
奏
御
す
（
諸
事
皆
先
關
白
光
、
然
後
奏
御
天
子
）」

（『
漢
書
』
卷
六
十
八 

霍
光
傳
）
と
い
う
言
葉
が
、
關
白
の
語
源
と
な
り
、

日
本
で
は
霍
光
の
愽
陸
侯
の
「
愽
陸
」
が
關
白
の
異
名
と
な
っ
た
よ
う

に
、
す
べ
て
の
政
治
は
霍
光
に
よ
り
定
ま
っ
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
宣
帝
は
自
ら
の
正
統
性
を
瑞
祥
に
求
め
る
。「
大

逆
不
衟
」
で
刑
死
し
た
眭
弘
の
子
が
「
郞
」
に
徵
召
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
た
め
で
あ
る
。
宣
帝
が
卽
位
し
た
翌
本
始
元
（
七
三
）
年
に
鳳
凰
が

現
れ
た
こ
と
を
始
ま
り
と
し
、
ほ
ぼ
每
年
の
よ
う
に
瑞
祥
が
現
れ
、「
神

爵
」「
五
鳳
」「
甘
露
」「
黃
龍
」
な
ど
、
元
號
に
も
瑞
祥
が
用
い
ら
れ

た（
一
五
）。
し
た
が
っ
て
、
地
節
二
（
前
六
八
）
年
に
、
霍
光
が
死
ぬ
と
、
霍

氏
の
勢
力
打
倒
に
も
、
災
異
說
が
用
い
ら
れ
る
。

　

地
節
三
（
前
六
七
）
年
、
蕭
望
之
は
次
の
よ
う
に
災
異
說
に
よ
り
霍

氏
を
批
判
し
た
。

①
春
秋
に
、「
昭
公
三
年 

大
い
に
雹
雨ふ

る
」
と
。
是
の
時
、
季
氏 

專
權
し
、
卒
に
昭
公
を
逐
ふ
。
魯
君
を
し
て
天
變
に
察
す
る
に
鄕む

か
は
し
む
れ
ば
、
宜
し
く
此
の
害
亡な

か
る
べ
し
。
今 

陛
下 

圣
德
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を
以
て
位
に
居
り
、
政
を
思
ひ
賢
を
求
む
る
は
、
堯
舜
の
心
を
用

ひ
る
な
り
。
②
然
り
而
し
て
善
祥 

未
だ
臻い

た

ら
ず
、
陰
陽 

和
せ
ざ

る
は
、
是
れ
大
臣
に
政
を
任ま

か

せ
、
一
姓
も
て
勢
を
擅

ほ
し
い
ま
まに

す
る
の

致
す
所
な
り
。
附
枝 

大
な
れ
ば
本
心
を
賊そ

こ
なひ

、
私
家 

盛
ん
な
れ

ば
公
室 

危
し
。
唯
だ
明
主
の
み
萬
⺇
を
躬し

た

し
く
し
、
同
姓
を
選

び
、
賢
材
を
擧
げ
て
、
以
て
腹
心
と
爲
し
、
政
謀
に
與
り
參
せ
し

め
、
公
卿
・
大
臣
を
し
て
、
朝
見
し
て
奏
事
し
、
明
ら
か
に
其
の

職
を
陳
べ
し
め
て
、
以
て
功
能
を
考
す
。
是
の
如
く
ん
ば
、
則
ち

庶
事
は
理を

さ

ま
り
、
公
衟
は
立
ち
、
姦
邪
は
塞
が
れ
、
私
權
は
廢す

た

れ

ん
と

（
一
六
）。

　

蕭
望
之
は
、①
『
春
秋
』
の
昭
公
三
年
の
「
雹
」
の
災
異
を
「
季
氏
」

が
「
專
權
」
し
て
「
昭
公
を
逐
」
っ
た
「
𧰼
」
と
把
え
、「
魯
君
」
は

こ
の
「
天
變
」
に
對
應
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
宣
帝
卽

位
以
來
の
②
「
陰
陽
」
不
和
の
理
由
を
「
一
姓
も
て
勢
を
擅
に
」
す
る

こ
と
に
求
め
る
。
こ
れ
が
霍
光
の
死
後
も
、
權
力
を
掌
握
し
續
け
る
霍

氏
一
族
へ
の
批
判
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。こ
れ
を
承
け
て
、

翌
地
節
四
（
前
六
六
）
年
、
宣
帝
は
霍
氏
一
族
を
打
倒
す
る

（
一
七
）。
宣
帝
は
、

瑞
祥
に
よ
り
自
ら
の
正
統
性
を
宣
揚
し
、
災
異
說
を
利
用
し
て
自
ら
の

權
威
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
漢
家
の
傳
統
を
「
王
霸
雜
揉
」
に
求
め
る
宣
帝
は
、
武
帝

期
に
多
く
登
用
さ
れ
た
、
法
刑
を
重
視
し
て
君
主
權
力
の
伸
長
を
目
指

す
酷
吏
を
も
重
用
す
る
。
そ
れ
で
も
宣
帝
は
、
嫡
長
子
相
續
の
最
優
先

に
よ
り
武
帝
の
嫡
長
孫
で
あ
る
宣
帝
の
卽
位
を
正
統
化
し
、
華
夷
混
一

の
理
想
社
會
の
實
現
を
說
い
て
匈
奴
の
降
服
と
い
う
實
現
に
适
應
し
た

『
春
秋
穀
梁
傳
』
を
重
視
し
た
。
甘
露
三
（
前
五
一
）
年
、
石
渠
閣
會
議

を
蕭
望
之
に
主
宰
さ
せ
、重
民
思
想
と
法
刑
の
竝
用
を
も
主
張
す
る『
春

秋
穀
梁
傳
』
の
立
學
を
定
め
、
經
學
に
よ
っ
て
も
自
ら
の
正
統
性
を
承

認
さ
せ
た
の
で
あ
る

（
一
八
）。

　

父
の
宣
帝
よ
り
、
儒
敎
へ
の
傾
倒
を
心
配
さ
れ
て
い
た
元
帝
が
卽
位

す
る
と
、
國
政
運
用
の
論
據
と
し
て
儒
敎
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
は
本

格
化
す
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
齊
詩
に
基
づ
く
災
異
說
を
展
開
す
る
翼

奉
は
、
郊
祀
・
宗
廟
の
祭
祀
が
古
制
と
異
な
る
こ
と
を
災
異
の
理
由
と

考
え
て
、
次
の
よ
う
な
上
疏
を
行
っ
た
。

臣 

願
は
く
は
、
①
陛
下 

都
を
成
週
に
徙
し
、
左
は
成
皋
に
據
り
、

右
は
黽
池
に
阻
み
、
前
は
崧
高
に
鄕む

か
ひ
、
後
は
大
河
に
介へ

だ

て
ん
。

…
…
②
漢
家
の
郊
兆
・
寢
廟
の
祭
祀
の
禮
は
、
多
く
古
に
應
ぜ
ず
。

臣
奉
、
誠
に
亶
居
し
て
改
作
す
る
を
難
し
と
す
。
故
に
願
は
く
は

陛
下
、
都
を
遷
し
本
を
正
さ
ん
こ
と
を
。
衆
制 

皆 

定
ま
り
て
、

復
た
宮
館
を
繕
治
す
る
不
急
の
費
亡な

く
ん
ば
、
歲
ご
と
に
一
年
の

畜
を
餘
す
可
し
。
…
…
故
に
臣 

願
は
く
は
、
陛
下 

天
變
に
因
り
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て
都
を
徙
し
、
所
謂
る
天
下
と
與
に
更
始
せ
ん
者こ

と

を
。
天
衟 

終

は
り
て
復
た
始
ま
り
、
窮
ま
り
て
則
ち
本
に
反
る
。
故
に
能
く
延

長
し
て
窮
ま
り
亡
き
な
り
。
③
今 

漢
の
衟 

未
だ
終
は
ら
ず
、
陛
下 

本
に
し
て
之
を
始
め
、
於こ

こ

を
以
て
世
を
永
く
し
祚
を
延
ば
す
は
、

亦
た
優
れ
ざ
ら
ん
や

（
一
九
）。

　

翼
奉
は
、
打
ち
續
く
災
異
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
漢
帝
國
の
あ
り

方
そ
の
も
の
を
儒
敎
の
經
義
と
合
致
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

た
。
そ
の
た
め
に
、
①
首
都
を
「
成
週
」
す
な
わ
ち
洛
陽
に
遷
す
べ
き

こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
れ
は
、後
漢
を
建
國
す
る
光
武
帝
劉
秀
に
よ
り
、

建
武
元
（
二
五
）
年
に
實
現
す
る
。
さ
ら
に
翼
奉
は
、②
「
漢
家
の
郊
兆
・

寢
廟
の
祭
祀
の
禮
は
、多
く
古
に
應
」
じ
て
い
な
い
こ
と
も
指
摘
す
る
。

こ
れ
は
、匡
衡
に
よ
る
平
帝
の
元
始
五
（
五
）
年
の
南
北
郊
祀
の
提
案
、

お
よ
び
貢
禹
に
よ
る
元
帝
の
永
光
四
（
前
四
〇
）
年
の
七
廟
合
祀
の
提

案
へ
と
繼
承
さ
れ
、
王
莽
に
よ
り
平
帝
の
元
始
五
（
五
）
年
に
、
天
子

が
天
地
を
祀
る
郊
祀
と
皇
帝
が
宗
廟
を
祀
る
七
廟
合
祀
と
し
て
確
立
す

る
。

　

こ
の
よ
う
な
前
漢
元
帝
の
初
元
元
（
前
四
六
）
年
の
翼
奉
の
上
奏
よ

り
始
ま
る
儒
敎
經
義
に
基
づ
く
中
國
の
古
典
的
國
制
へ
の
提
言
が
、
主

と
し
て
王
莽
期
に
定
ま
り
、
後
漢
章
帝
の
建
初
四
（
七
九
）
年
の
白
虎

觀
會
議
で
儒
敎
經
典
に
よ
り
正
統
化
さ
れ
る
こ
と
で
、「
古
典
中
國
」

は
完
成
す
る

（
二
〇
）。「

古
典
中
國
」
へ
の
動
き
も
、
災
異
說
に
基
づ
く
提
言

と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
白
虎
觀
會
議
で
寀
用
さ
れ
た
儒
敎
經
義
に

緯
書
を
起
源
と
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
に
大
き
く
係
わ
る
。
そ
れ
と
共

に
、
翼
奉
が
こ
の
よ
う
な
改
革
を
行
え
ば
、
③
漢
は
終
わ
り
の
運
命
を

乘
り
越
え
、「
世
を
永
く
し
祚
を
延
ば
す
」
こ
と
が
で
き
る
、
と
述
べ

る
よ
う
に
、
そ
れ
が
災
異
說
か
ら
生
ま
れ
た
革
命
思
想
を
克
服
す
る
手

段
と
し
て
提
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
註
目
す
べ
き
で
あ
る
。
革
命
の
氣

運
は
高
ま
っ
て
い
た
。

革
命
思
想
が
再
び
現
れ
た
の
は
、元
帝
の
子
成
帝
の
と
き
で
あ
っ
た
。

成
帝
の
時
、
①
齊
人
の
甘
忠
可
、
詐
り
て
天
官
曆
・
麭
元
太
平
經

十
二
卷
を
造
り
、
以
て
言
ふ
に
、「
②
漢
家 

天
地
の
大
終
に
逢
ひ
、

當
に
更
め
て
命
を
天
に
受
く
べ
し
。
天
帝 

眞
人
の
赤
精
子
を
し

て
、
下
り
て
我
に
此
の
衟
を
敎
へ
し
む
」
と
。
忠
可 

以
て
重
平

の
夏
賀
良
・
容
丘
の
丁
廣
世
・
東
郡
の
郭
昌
ら
に
敎
ふ
。
中
壘
校

尉
の
劉
向 

奏
す
ら
く
、「
③
忠
可
は
鬼
神
を
假
り
上
を
罔な

み

し
衆
を

惑
は
す
。
獄
に
下
し
て
治
服
せ
し
め
ん
」
と
。
未
だ
斷
ぜ
ざ
る
に

病
も
て
死
す
。
賀
良
ら
忠
可
が
書
を
挾か

く

し
學
ぶ
に
坐
し
、
不
敬
を

以
て
論
ず
。
後
に
賀
良
ら
復
た
私
か
に
以
て
相 

敎
ふ（

二
一
）。

　

①
齊
の
人
で
あ
る
甘
忠
可
は
、『
天
官
曆
』『
麭
元
太
平
經
』
十
二
卷

を
僞
造
し
、
②
漢
家
は
「
大
終
」
の
命
運
に
あ
る
た
め
、
再
受
命
が
必
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要
で
あ
り
、
天
帝
は
「
赤
精
子
」
を
下
し
て
、
そ
の
衟
を
甘
忠
可
に
敎

え
た
と
い
う
。「
赤
精
子
」
を
「
眞
人
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、
甘
忠
可

は
方
士
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い（

二
二
）。

だ
が
、
齊
で
も
盛
ん
で
あ
っ
た
春
秋

學
に
基
づ
く
災
異
思
想
が
背
景
に
あ
る
こ
と
は
閒
違
い
あ
る
ま
い
。
し

か
し
、
そ
れ
は
春
秋
學
の
範
圍
を
逸
脫
し
、『
麭
元
太
平
經
』
な
ど
に

よ
り
、
儒
敎
經
典
以
外
の
敎
え
を
說
く
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

劉
向
は
、
③
甘
忠
可
を
「
鬼
神
を
假
り
上
を
罔な

み

し
衆
を
惑
は
す
」
者
と

彈
劾
し
た
。
劉
向
は
、蕭
望
之
の
主
宰
し
た
石
渠
閣
會
議
に
お
い
て
も
、

宣
帝
の
命
を
受
け
て
『
春
秋
穀
梁
傳
』
を
修
め
て
參
加
し
て
い
た
。
成

帝
が
劉
向
の
上
奏
に
結
論
を
出
す
前
に
甘
忠
可
は
病
死
し
た
が
、
劉
向

は
宗
室
と
し
て
劉
氏
を
守
る
た
め
、
災
異
說
を
背
景
と
す
る
革
命
思
想

に
對
處
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
『
漢
書
』
五
行
志
に
は
、
董
仲
舒
・
劉
歆
と
竝
ん
で
劉
向
の
災
異
說

が
收
錄
さ
れ
る
。
田
中
蔴
紗
巳
に
よ
れ
ば

（
二
三
）、

劉
向
の
災
異
說
は
、
陰
陽

說
に
基
づ
く
董
仲
舒
の
そ
れ
に
對
し
て
、『
洪
範
五
行
傳
』の
說
を
用
い
、

そ
れ
を
𧰼
數
易
と
陰
陽
說
に
よ
り
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
解
釋
は
、
豫
言
化
の
方
向
に
進
む
こ
と
は
な
く
、
劉
氏
一
族
の
權

力
確
保
と
皇
帝
擁
護
に
努
め
た
と
い
う
。
劉
向
は
、
豫
占
化
に
よ
り
革

命
思
想
へ
と
轉
化
し
て
い
く
公
羊
學
派
な
ど
の
災
異
說
に
對
し
て
、『
洪

範
五
行
傳
』
の
ほ
か
、
春
秋
穀
梁
學
な
ど
に
基
づ
き
、
革
命
と
結
び
つ

か
な
い
災
異
說
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
漢
を
守
ろ
う
と
し
た
の
で
あ

る（
二
四
）。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
劉
向
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
、
災
異
說
に
基
づ
く

革
命
思
想
は
普
乁
し
、影
響
力
を
擴
大
し
て
い
く
。
同
じ
く
成
帝
期
に
、

谷
永
は
、
天
子
の
あ
り
方
か
ら
天
下
が
、
た
と
え
ば
「
劉
」
と
い
う
一

姓
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
災
異
說
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。　

臣 

聞
く
な
ら
く
、
天 

蒸
民
を
生
み
、
相 

治
む
る
能
は
ざ
れ
ば
、

爲
に
王
者
を
立
て
て
、
以
て
之
を
統
理
せ
し
む
。
方
に
海
內
を
制

す
る
は
、
天
子
が
爲
に
非
ず
、
土
を
列
し
疆
を
封
ず
る
は
、
諸
侯

が
爲
に
非
ず
、
①
皆 

以
て
民
の
爲
な
り
。
三
統
を
垂
れ
、
三
正
を

列つ
ら

ね
、
無
衟
を
去
り
、
有
德
を
開
き
、
一
姓
に
私
せ
ず
。
明
ら
け

し
天
下
は
乃
ち
天
下
の
天
下
に
し
て
、
一
人
の
天
下
に
非
ざ
る
な

り
。
…
…
②
終
に
改
寤
せ
ず
、
惡
は
洽あ

ま
ね

く
變
は
備
は
れ
ば
、
復
た

譴
吿
せ
ず
、命
を
有
德
に
更あ

ら
たむ

。
…
…
陛
下 

八
世
の
功
業
を
承
け
、

陽
數
の
標
季
に
當
た
り
、
三
七
の
節
紀
を
涉
り
、
无
妄
の
卦
運
に

遭
ひ
、
百
六
の
災
阸
に
直あ

た

る
。
三
難 

科
を
異
に
す
る
も
、
焉
に

雜
り
て
同と

も

に
會
す
。
③
建
始
元
年
よ
り
以
來
、
二
十
載
閒
、
羣
災
・

大
異
、
交
錯
し
て
鋒
起
す
る
こ
と
、
春
秋
の
書
す
る
所
よ
り
多
し
。

…
…
④
至
誠
も
て
天
に
應
ず
れ
ば
、
則
ち
積
異
は
上
に
塞
が
れ
、
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禍
亂
は
下
に
伏
せ
ん
。
何
の
憂
患
か
之
れ
有
ら
ん

（
二
五
）。

　

谷
永
は
、
天
が
民
を
生
み
、
王
者
を
立
て
た
の
は
、
①
民
の
た
め
で

あ
り
、天
子
は
「
一
姓
に
私
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
天

下
」
は
「
一
人
の
天
下
」
で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

天
は
、
天
譴
に
對
し
て
天
子
が
②
改
め
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、「
命
を

有
德
に
更
」
め
る
、
す
な
わ
ち
易
姓
革
命
を
起
こ
す
と
い
う
。
災
異
說

に
基
づ
く
革
命
思
想
で
あ
る
。
成
帝
卽
位
の
翌
③
建
始
元
（
前
三
二
）

年
以
來
、
二
十
年
閒
の
災
異
が
、『
春
秋
』
に
記
さ
れ
た
二
百
四
十
二

年
閒
の
災
異
よ
り
も
多
い
こ
と
は
、
天
が
漢
の
革
命
の
必
要
性
を
天
譴

と
し
て
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
な
お
谷
永
は
、
④
「
至

誠
も
て
天
に
應
ず
れ
ば
」、
災
異
は
消
え
る
と
い
う
。
王
氏
に
近
い
と

さ
れ
た
谷
永
で
す
ら

（
二
六
）、

漢
の
存
續
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
哀
帝
の
と
き
、
つ
い
に
漢
の
天
子
自
ら
が
、
革
命
說
に

屈
す
る
。
そ
の
前
兆
は
、
甘
忠
可
の
敎
え
を
繼
承
す
る
夏
賀
良
の
進
言

を
哀
帝
が
受
け
入
れ
た
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。

（
李
）
尋 

遂
に
賀
良
ら
を
白
す
。
皆 

黃
門
に
待
詔
し
、
數

召
見

せ
ら
れ
て
說
を
陳
ぶ
。「
①
漢
の
曆 

中
ご
ろ
衰
へ
、
當
に
更
め
て

命
を
受
く
べ
し
。
②
成
帝
は
天
命
に
應
ぜ
ず
、
故
に
嗣
を
絶
つ
。

今 

陛
下 

久
し
く
疾
み
、
變
異 

屢

數
ふ
る
は
、
天 

人
に
譴
吿

す
る
所
以
な
り
。
③
宜
し
く
急
ぎ
元
を
改
め
號
を
易
ふ
べ
し
。
さ

す
れ
ば
乃
ち
年
を
延
し
壽
を
益
し
、
皇
子
は
生
ま
れ
、
災
異
は
息

む
を
得
ん
」
と
（
二
七
）。

　

夏
賀
良
は
、
災
異
の
續
發
を
背
景
に
、
①
漢
の
曆
數
が
衰
え
て
お
り
、

再
受
命
が
必
要
な
こ
と
を
說
く
。
そ
の
理
由
の
な
か
で
、
夏
賀
良
は
②

「
天
命
に
應
じ
」
な
か
っ
た
成
帝
に
嗣
子
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
を

擧
げ
る
。
こ
こ
に
、
災
異
說
に
基
づ
く
革
命
思
想
が
强
い
影
響
力
を
持

っ
た
理
由
が
あ
る

（
二
八
）。

災
異
說
だ
け
で
は
な
い
。
天
を
郊
祀
す
る
場
所
に

つ
い
て
も
、
長
安
の
南
北
郊
に
祭
場
を
動
か
し
た
こ
と
で
、
成
帝
が
皇

子
を
得
ら
れ
な
い
、
と
の
主
張
に
よ
り
、
祭
場
は
元
に
戾
さ
れ
た

（
二
九
）。

成

帝
に
後
嗣
が
な
い
の
は
、
災
異
や
郊
祀
と
は
關
係
な
く
、
そ
の
美
貌
に

よ
り
微
賤
か
ら
皇
后
に
立
て
ら
れ
た
趙
飛
燕
が
、
他
の
后
妃
と
の
閒
に

儲
け
た
皇
子
を
殺
害
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
か
つ
て
甘
忠
可
を
彈
劾

し
た
劉
向
は
、『
列
女
傳
』
を
編
纂
す
る
こ
と
で
后
妃
の
規
範
を
提
供

し
て
、
漢
帝
國
を
「
內
」
か
ら
も
正
そ
う
と
し
た

（
三
〇
）。
そ
れ
で
も
、
成
帝

に
後
嗣
は
な
く
、
定
陶
王
家
か
ら
帝
位
を
嗣
い
だ
哀
帝
も
、
病
氣
が
ち

で
あ
っ
た
。
夏
賀
良
は
、
③
「
元
を
改
め
號
を
易
」
え
る
こ
と
で
、
病

氣
が
治
り
、
皇
子
が
生
ま
れ
、
災
異
が
消
え
る
と
述
べ
て
、
そ
こ
に
つ

け
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
哀
帝
は
、
夏
賀
良
の
議
を
受
け
容
れ
る
。

哀
帝 
久
し
く
疾
に
寢
ぬ
れ
ば
、
其
の
益
有
る
を
⺇
ひ
、
遂
に
賀

良
ら
の
議
に
從
ふ
。
是
に
於
て
丞
相
・
御
史
に
詔
制
し
、「
…
…
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朕 
眇
身
を
以
て
入
り
て
太
祖
を
繼
ぎ
、
皇
天
を
承
け
、
百
僚
を

總
べ
、
元
元
を
子
と
す
る
も
、
未
だ
天
の
心
に
應
ず
る
の
效
有
ら

ず
。
①
位
に
卽
き
出
入
す
る
こ
と
三
年
、
災
變
は
數

降
り
、
日

月
は
度
を
失
ひ
、
星
辰
は
錯
謬
し
、
高
下
は
貿
易
し
、
大
異
は
連

仍
し
て
、
盜
賊
は
竝
び
に
起
こ
る
。
朕 

甚
だ
焉
を
懼
れ
、
戰
戰

兢
兢
と
し
て
、
唯
だ
陵
夷
を
恐
る
。
惟お

も

ふ
に
漢 

興
り
て
今
に
至

る
ま
で
二
百
載
、
②
紀
を
曆
し
元
を
開
き
、
皇
天 

非
材
の
右
に
降

し
、
漢
の
國 

再
び
受
命
の
符
を
獲
た
り
。
朕
の
不
德
な
る
、
曷

ぞ
敢
て
夫
の
受
天
の
元
命
に
通
ぜ
ん
や
。
③
必
ず
天
下
と
與
に
自

ら
新
た
に
せ
ん
。
其
れ
天
下
に
大
赦
し
、
建
平
二
年
を
以
て
太
初

元
將
元
年
と
爲
し
、
號
し
て
陳
圣
劉
太
平
皇
帝
と
曰
は
ん
。
漏
刻

は
百
二
十
を
以
て
度
と
爲
せ
。
天
下
に
布
吿
し
て
、
明
ら
か
に
之

を
知
ら
し
め
よ
」
と

（
三
一
）。

　

哀
帝
は
、
①
災
異
が
相
繼
ぐ
な
か
で
、
②
「
皇
天
」
が
漢
に
「
再
び

受
命
の
符
」
を
下
し
た
こ
と
を
受
け
い
れ
る
。
夏
賀
良
の
議
を
認
め
、

「
天
下
」
が
共
に
「
自
ら
新
た
に
」
な
る
た
め
に
、
建
平
二
（
前
五
）
年

を
「
太
初
元
將
元
年
」
と
改
元
し
、
皇
帝
號
を
「
陳
圣
劉
太
平
皇
帝
」

と
定
め
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
哀
帝
の
病
が
癒
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
夏
賀
良
は
、
丞

相
・
御
史
大
夫
を
退
け
、
解
光
と
李
尋
に
輔
政
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
し

た
。
だ
が
、
哀
帝
は
「
其
の
言
に
驗
亡な

き
」
こ
と
を
理
由
に
、
夏
賀
良

ら
を
處
刑
す
る
。

　

そ
れ
か
ら
四
年
後
の
元
壽
元
（
前
二
）
年
、哀
帝
は
男
色
の
相
手
で
、

斷
袖
の
故
事
で
知
ら
れ
る
董
賢
に
禪
讓
を
試
み
る
。
革
命
說
へ
の
屈
伏

で
あ
る
。

後
に
上 

麒
麟
殿
に
置
酒
す
。（
董
）
賢
父
子
の

屬 

宴
飮
し
、
王

閎
兄
弟
ら
侍
中
・
中
常
侍 

皆 

側
に
在
り
。
上 

酒
有
る
所ほ

ど

、
從
容

と
し
て
賢
を
視
て
笑
ひ
て
曰
く
、「
①
吾 

堯
の
舜
に
禪
る
に
法
ら

ん
と
欲
す
。
何
如
」
と
。
閎 

進
み
て
曰
く
、「
②
天
下
は
乃
ち
高

皇
帝
の
天
下
に
し
て
、
陛
下
の
有
に
非
ざ
る
な
り
。
陛
下 

宗
廟

を
承
け
、
當
に
子
孫
に
亡
窮
に
傳
ふ
べ
し
。
統
業 

至
重
な
れ
ば
、

天
子
に
戲
言
亡な

し
」
と
。
上 

默
然
と
し
て
說よ

ろ
こ

ば
ず
、
左
右
も
皆 

恐
る
。
是
に
於
て
閎
を
出
さ
し
む
。
後
に
復
び
宴
に
侍
る
を
得

ず（
三
二
）。

　

哀
帝
は
、
①
堯
舜
革
命
に
倣
っ
て
、
董
賢
に
帝
位
を
讓
ろ
う
と
し
た
。

こ
の
と
き
、
大
司
馬
・
衞
將
軍
と
し
て
國
政
の
最
高
位
に
就
け
て
い
た

男
色
相
手
の
董
賢
は
、
二
十
二
歲
で
あ
っ
た
。
元
帝
の
外
戚
で
あ
る
王

氏
一
族
の
な
か
で
、
兄
で
あ
る
侍
中
の
王
去
疾
と
共
に
哀
帝
に
侍
っ
て

い
た
中
常
侍
の
王
閎
は
、
②
「
天
下
は
乃
ち
高
皇
帝
の
天
下
」
で
あ
る

と
し
て
、
禪
讓
を
許
さ
な
か
っ
た
。
天
下
は
、
國
家
の
創
始
者
・
受
命
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者
［
漢
で
は
劉
邦
］
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
子
孫
で
あ
る
歷
代
皇
帝
は
、

創
始
者
と
そ
の
繼
承
者
を
祀
る
宗
廟
祭
祀
の
擧
行
を
通
じ
て
の
み
、
自

ら
の
權
力
の
淵
源
を
確
認
で
き
る
、
と
い
う
こ
の
考
え
方
は
、
こ
の
の

ち
多
く
表
明
さ
れ
る
が
、
前
漢
で
は
景
帝
期
の
竇
嬰
の
發
言
に
遡
る
。

景
帝
が
弟
の
梁
孝
王
に
皇
帝
位
を
約
束
し
た
と
き
、
竇
嬰
は
、「
天
下

な
る
者
は
、高
祖
の
天
下
に
し
て
、父
子 

相 

傳
ふ
る
は
、漢
の
約
な
り
。

上 

何
を
以
て
梁
王
に
天
下
を
傳
ふ
る
を
得
ん
や
（
天
下
者
、
高
祖
天
下
、

父
子
相
傳
、漢
之
約
也
。
上
何
以
得
傳
梁
王
天
下
）」
と
述
べ
て
い
る
（『
漢
書
』

卷
五
十
二 

竇
嬰
傳
）。

　

こ
の
よ
う
な
皇
帝
權
力
を
「
一
家
」［
こ
こ
で
は
「
漢
家
」］
の
も
の
と

し
て
、
子
孫
に
傳
え
て
い
く
こ
と
を
『
禮
記
』
禮
運
篇
で
は
、
孔
子
が

「
天
下
を
家
と
爲
す
（
天
下
爲
家
）」
と
傳
え
た
と
し
て
、「
小
康
の
世
」

と
位
置
づ
け
る
。
こ
れ
は
、
谷
永
が
「
天
下
は
乃
ち
天
下
の
天
下
に
し

て
、
一
人
の
天
下
に
非
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
た
革
命
思
想
と
反
對
の
考

え
方
で
あ
る
。『
禮
記
』
禮
運
篇
で
は
、
谷
永
の
主
張
す
る
「
天
下
を

公
と
爲
す
（
天
下
爲
家
）」
を
「
大
同
の
世
」
と
高
く
評
價
す
る

（
三
三
）。

　

王
閎
の
妻
の
父
は
、
蕭
望
之
の
子
蕭
咸
で
あ
っ
た
。
蕭
咸
は
、
董
賢

を
大
司
馬
に
任
命
し
た
哀
帝
の
詔
の
中
に
「
允
に
其
の
中
を
執
れ
」
と

い
う
堯
が
帝
位
を
舜
に
禪
讓
し
た
と
き
の
『
尙
書
』
の
文
が
あ
る
こ
と

へ
の
懸
念
を
あ
ら
か
じ
め
王
閎
に
傳
え
て
い
た
。
父
の
蕭
望
之
が
、
災

異
說
に
よ
り
霍
氏
を
批
判
し
、
宣
帝
の

政
開
始
の
契
⺇
を
つ
く
っ
た

よ
う
に
、
蕭
咸
は
、
哀
帝
が
漢
帝
國
を
自
滅
さ
せ
る
こ
と
を
防
い
だ
の

で
あ
る
。

　

翌
元
壽
二
（
前
一
）
年
、
哀
帝
は
崩
御
し
て
、
平
帝
が
卽
位
す
る
。

王
太
皇
太
后
は
、
董
賢
を
大
司
馬
か
ら
罷
免
し
、
董
賢
は
自
殺
し
た
。

大
司
馬
の
後
任
は
王
莽
で
あ
っ
た
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

災
異
說
を
創
設
し
た
董
仲
舒
は
、
災
異
の
豫
占
化
に
否
定
的
で
あ
っ

た
が
、
儒
者
が
政
治
に
關
與
す
る
手
段
と
し
て
有
效
な
災
異
說
は
、
そ

の
主
張
の
說
得
性
を
增
す
た
め
に
豫
占
化
し
た
。
武
帝
の
崩
御
の
後
、

昭
帝
を
擁
立
し
て
專
權
を
握
っ
た
霍
光
に
對
し
て
、
眭
弘
は
そ
の
革
命

を
促
す
豫
占
を
上
奏
す
る
。
し
か
し
霍
光
は
、
こ
れ
を
寀
用
せ
ず
、
眭

弘
を
處
刑
す
る
。
た
だ
し
、
霍
光
が
昭
帝
の
崩
御
の
後
に
推
戴
し
た
廢

帝
劉
賀
・
宣
帝
は
い
ず
れ
も
眭
弘
の
上
奏
の
中
で
、
そ
の
卽
位
の
𧰼
が

述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　

董
仲
舒
の
再
傳
の
弟
子
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
眭
弘
が
、
霍
光
へ
の
働

き
か
け
に
よ
り
處
刑
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
宣
帝
に
よ
り
そ
の
子
が
郞

官
に
徵
召
さ
れ
た
理
由
は
、
宣
帝
が
自
ら
の
正
當
性
を
瑞
祥
に
求
め
た

こ
と
に
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
災
異
說
に
基
づ
く
革
命
思
想
の
流
行
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が
あ
っ
た
。
元
帝
の
と
き
、
翼
奉
は
そ
う
し
た
革
命
思
想
に
對
抗
す
る

た
め
「
古
典
中
國
」
へ
と
繫
が
る
國
政
の
改
革
を
災
異
說
を
背
景
に
提

案
し
た
。
だ
が
、
成
帝
の
と
き
、
革
命
思
想
は
儒
敎
の
手
を
離
れ
、
方

士
の
甘
忠
可
に
よ
り
『
麭
元
太
平
經
』
が
作
成
さ
れ
る
。
劉
向
に
よ
り

甘
忠
可
は
抑
え
ら
れ
た
が
、
谷
永
は
災
異
說
に
基
づ
き
、「
天
下
は
一

人
の
天
下
で
は
な
い
」
と
述
べ
る
。『
禮
記
』
の
「
天
下
爲
公
」
の
考

え
方
で
あ
る
。
哀
帝
は
、
甘
忠
可
の
弟
子
の
夏
賀
良
に
從
っ
て
元
號
と

皇
帝
號
を
變
更
す
る
。
夏
賀
良
は
誅
殺
さ
れ
る
が
、
哀
帝
は
男
色
の
相

手
董
賢
を
大
司
馬
と
し
て
國
政
を
掌
握
さ
せ
、
堯
舜
革
命
に
倣
っ
て
禪

讓
を
口
に
す
る
。
王
閎
は
「
天
下
は
高
皇
帝
の
天
下
で
あ
る
」
と
述
べ
、

そ
れ
を
阻
止
す
る
。『
禮
記
』の「
天
下
爲
私
」の
考
え
方
で
あ
る
。
翌
年
、

哀
帝
が
崩
壞
し
、
王
莽
の
漢
新
革
命
が
災
異
說
に
基
づ
く
革
命
思
想
を

背
景
に
始
ま
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
漢
書
』
に
よ
れ
ば
、
災
異
か
ら
革
命
思
想
へ
の
轉

換
點
は
、
眭
弘
の
上
奏
文
に
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
記
事
に
は
、
漢

堯
後
說
や
二
王
の
後
な
ど
、
古
文
學
に
對
抗
し
よ
う
と
す
る
今
文
學
か

ら
の
加
筆
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
劉
歆
を
中
心
と
す
る
古
文
學
か

ら
の
災
異
說
に
基
づ
く
革
命
思
想
へ
の
反
論
が
强
か
っ
た
こ
と
を
逆
に

物
語
ろ
う

（
三
四
）。

王
莽
は
、
古
文
學
を
立
學
し
、
劉
歆
の
主
張
を
容
れ
な
が

ら
、「
古
典
中
國
」
の
形
成
に
努
め
た
。
災
異
說
だ
け
で
は
、
革
命
は

成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
王
莽
は
災
異
說

を
起
源
と
す
る
革
命
思
想
も
利
用
し
て
、
漢
新
革
命
に
邁
進
す
る
。
新

建
國
以
前
の
王
莽
の
政
策
が
、
必
ず
し
も
古
文
學
に
依
據
せ
ず
、
劉
歆

と
も
や
が
て
決
別
す
る
理
由
で
あ
る
。
だ
が
、
や
が
て
王
莽
が
古
文
學

に
基
づ
き
自
ら
の
理
想
を
全
面
的
に
展
開
す
る
と
、
そ
の
理
想
と
現
實

と
の
乖
離
は
、
新
帝
國
を
崩
壞
さ
せ
る
（
三
五
）。

　

光
武
帝
劉
秀
は
、
漢
を
復
興
し
、
そ
れ
を
圖
讖
に
よ
り
正
統
化
し
、

圖
讖
を
編
纂
の
後
に
宣
揚
す
る
。
今
・
古
文
學
の
問
題
は
、
第
三
代
の

章
帝
期
に
白
虎
觀
會
議
で
解
決
さ
れ
、「
古
典
中
國
」
が
確
立
す
る
の

で
あ
る

（
三
六
）。

〈
註
〉

（
一
）　

前
漢
武
帝
期
に
董
仲
舒
の
獻
策
に
よ
り
太
學
に
五
經
愽
士
が
置
か
れ

た
と
い
う
『
漢
書
』
董
仲
舒
傳
の
記
述
が
『
董
仲
舒
書
』
か
ら
加
筆
で

あ
る
こ
と
は
、
福
井
重
雅
『
漢
代
儒
敎
の
史
的
硏
究
―
儒
敎
の
官
學
化

を
め
ぐ
る
定
說
の
再
檢
討
』（
汲
古
書
院
、二
〇
〇
五
年
）
を
參
照
。『
漢

書
』
が
史
實
よ
り
も
、
漢
の
あ
る
べ
き
姿
を
優
先
し
て
描
く
こ
と
は
、

渡
邉
義
澔
「『
漢
書
』
が
描
く
「
古
典
中
國
」
像
」（『
日
本
儒
敎
學
會
報
』

二
、
二
〇
一
八
年
）
を
參
照
。
ま
た
、
前
漢
武
帝
期
に
儒
敎
の
國
敎
化

を
求
め
得
な
い
こ
と
は
、
渡
邉
義
澔
『
後
漢
に
お
け
る
「
儒
敎
國
家
」

の
成
立
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
を
參
照
。
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（
二
）　
『
春
秋
繁
露
』
が
、
董
仲
舒
自
身
の
思
想
を
含
み
な
が
ら
も
、
董
仲

舒
後
學
の
補
筆
・
編
纂
に
懸
か
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
蘇
輿
『
春
秋
繁

露
義
證
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）
が
董
仲
舒
の
著
述
と
考
え
ら

れ
な
い
部
分
を
そ
の
都
度
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
五
行
說
を
含
む
こ

と
か
ら
『
春
秋
繁
露
』
を
僞
書
と
す
る
、
慶
末
光
雄
「
春
秋
繁
露
五
行

諸
篇
僞
作
考
―
董
仲
舒
の
陰
陽
・
五
行
說
と
の
關
連
に
於
て
」（『
金
澤

大
學
法
文
學
部
論
集
』哲
學
史
學
篇
六
、一
九
五
九
年
）、坂
本
具
償「『
春

秋
繁
露
』
の
僞
書
說
に
關
す
る
私
見
―
陰
陽
五
行
說
を
中
心
に
し
て
」

（『
哲
學
』
廣
島
四
三
、
一
九
九
一
年
）
も
參
照
。

（
三
）　

今
上
卽
位
、（
董
仲
舒
）
爲
江
都
相
。
①
以
春
秋
災
異
之
變
、
推
陰
陽

所
以
錯
行
。
故
求
雨
閉
諸
陽
、
縱
諸
陰
、
其
止
雨
反
是
。
行
之
一
國
、

未
嘗
不
得
所
欲
。
中
廢
爲
中
大
夫
、
居
舍
、
②
著
災
異
之
記
。
是
時
、

遼
東
高
廟
災
。主
父
偃
疾
之
、取
其
書
奏
之
天
子
。天
子
召
諸
生
示
其
書
、

有
刺
譏
。
董
仲
舒
弟
子
呂
步
舒
、
不
知
其
師
書
、
以
爲
下
愚
。
於
是
下

董
仲
舒
吏
。
當
死
、詔
赦
之
。
③
於
是
董
仲
舒
、竟
不
敢
復
言
災
異
（『
史

記
』
卷
一
百
二
十
一 

儒
林 

董
仲
舒
傳
）。
な
お
、
董
仲
舒
以
前
の
災
異

へ
の
對
應
が
論
理
的
で
は
な
い
こ
と
は
、
田
中
良
明
「
董
仲
舒
以
前
に

於
け
る
災
異
へ
の
對
應
」（『
大
東
文
化
大
學
漢
學
會
誌
』
五
一
、
二
〇

一
二
年
）
を
參
照
。

（
四
）　

災
異
思
想
が
『
春
秋
經
』、『
公
羊
傳
』
に
本
來
存
在
し
な
い
こ
と
、

な
ら
び
に
董
仲
舒
の
災
異
說
の
特
徵
に
つ
い
て
は
、
重
澤
俊
郞
「
董
仲

舒
硏
究
」（『
週
漢
思
想
硏
究
』
弘
文
館
書
房
、
一
九
四
三
年
）
に
言
乁

さ
れ
る
。
な
お
末
永
高
康
「
董
仲
舒
春
秋
災
異
說
の
再
檢
討
」（『
中
國

思
想
史
硏
究
』
一
八
、
一
九
九
五
年
）
を
參
照
。

（
五
）　

因
惡
夫
推
災
異
之
𧰼
於
前
、
然
後
圖
安
危
禍
亂
於
後
者
。
非
春
秋
之

所
甚
貴
也
（『
春
秋
繁
露
』
二
端
篇
）。

（
六
）　

日
原
利
國
「
災
異
と
讖
緯
―
漢
代
思
想
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」（『
東
方

學
』
四
三
、
一
九
七
二
年
、『
漢
代
思
想
の
硏
究
』
硏
文
出
版
、
一
九

八
六
年
に
所
收
）。

（
七
）　

春
秋
紀
二
百
四
十
二
年
災
異
、
以
視
萬
世
之
君
。
今
陛
下
卽
位
已
來
、

日
月
失
明
、
星
辰
逆
行
、
山
崩
泉
涌
、
地
震
石
隕
、
夏
霜
鼕
靁
、
春
凋

秋
榮
。
隕
霜
不
殺
、
水
旱
・
螟
蟲
、
民
人
飢
疫
、
盜
賊
不
禁
、
刑
人
滿
市
。

春
秋
所
記
災
異
盡
備
。
陸
下
視
今
爲
治
邪
、
亂
邪
（『
漢
書
』
卷
七
十

五 

京
房
傳
）。
な
お
、京
房
の
災
異
思
想
に
つ
い
て
は
、武
田
時
昌
「
京

房
の
災
異
思
想
」（『
緯
學
硏
究
論
叢
』
平
河
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）

を
參
照
。

（
八
）　

而
董
生
爲
江
都
相
、
自
有
傳
。
弟
子
遂
之
者
、
蘭
陵
褚
大
・
東
平
嬴

公
・
廣
川
段
仲
・
溫
呂
步
舒
。
…
…
唯
①
嬴
公
守
學
不
失
師
法
、
爲
昭

帝
諫
大
夫
。
授
東
海
孟
卿
・
魯
眭
孟
。
孟
爲
符
節
令
、
坐
說
災
異
誅
。

自
有
傳
。
嚴
彭
祖
字
公
子
、
東
海
下
邳
人
也
。
與
顏
安
樂
倶
事
眭
孟
。

孟
弟
子
百
餘
人
、
唯
彭
祖
・
安
樂
爲
明
、
質
問
・
疑
誼
、
各
持
所
見
。

孟
曰
、
②
春
秋
之
意
、
在
二
子
矣
。
孟
死
、
彭
祖
・
安
樂
各
顓
門
敎
授
。

由
是
公
羊
春
秋
有
顏
・
嚴
之
學
（『
漢
書
』
卷
八
十
八 

儒
林 

胡
母
生
傳
）。

（
九
）　
『
漢
書
』
の
『
史
記
』
へ
の
批
判
は
、
渡
邉
義
澔
「『
漢
書
』
に
お
け

る
『
尙
書
』
の
繼
承
」（『
早
稻
田
大
學
大
學
院
文
學
硏
究
科
紀
要
』
六

一
―
一
、
二
〇
一
六
年
）
を
參
照
。
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一
〇　

孝
昭
元
鳳
三
年
正
月
、
①
泰
山
萊
蕪
山
南
、
匈
匈
有
數
千
人
聲
。
民

視
之
、
有
大
石
自
立
、
高
丈
五
尺
、
大
四
十
八
圍
、
入
地
深
八
尺
、
三

石
爲
足
。
石
立
後
、
有
白
烏
數
千
下
集
其
旁
。
是
時
、
②
昌
邑
有
枯
社

木
臥
復
生
。
又
③
上
林
苑
中
大
柳
樹
斷
枯
臥
地
、
亦
自
立
生
、
有
蟲
⻝

樹
葉
成
文
字
、
曰
公
孫
病
已
立
。（
眭
）
孟
推
春
秋
之
意
、
以
爲
、
石
・

柳
皆
陰
類
、
下
民
之
𧰼
。
泰
山
者
岱
宗
之
嶽
、
王
者
易
姓
吿
代
之
處
。

今
大
石
自
立
、僵
柳
復
起
、非
人
力
所
爲
。
此
當
④
有
從
匹
夫
爲
天
子
者
。

枯
社
木
復
生
、
故
廢
之
家
⑤
公
孫
氏
、
當
復
興
者
也
。
孟
意
亦
不
知
其

所
在
、
卽
說
曰
、
先
師
董
仲
舒
有
言
、
⑥
雖
有
繼
體
守
文
之
君
、
不
害

圣
人
之
受
命
。
⑦
漢
家
堯
後
、
有
傳
國
之
運
。
⑧
漢
帝
宜
誰
差
天
下
、
求

索
賢
人
、
襢
以
帝
位
、
而
退
自
封
百
里
、
⑨
如
殷
・
週
二
王
後
、
以
承

順
天
命
。
孟
使
友
人
內
官
長
賜
上
此
書
。
時
昭
帝
幼
、
⑩
大
將
軍
霍
光

秉
政
。
惡
之
、
下
其
書
廷
尉
。
奏
賜
・
孟
妄
設
祅
言
惑
衆
、
大
逆
不
衟
、

皆
伏
誅
。
後
五
年
、
⑪
孝
宣
帝
興
於
民
閒
、
卽
位
、
徵
孟
子
爲
郞
（『
漢

書
』
卷
七
十
五 

眭
弘
傳
）。

一
一　

張
小
鋒
「“
公
孫
病
已
立
”
讖
言
的
出
現
與
昭
帝
統
治
局
勢
」（『
中

國
史
硏
究
』
二
〇
〇
一
―
一
、
二
〇
〇
一
年
）
は
、
昭
帝
に
霍
光
が
代

わ
る
こ
と
の
敎
唆
で
は
な
く
、
第
三
も
含
め
て
、
戾
太
子
の
殘
存
勢
力

の
暗
躍
と
理
解
す
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
は
漢
の
皇
帝
が
退
位
す
べ
き
こ

と
の
說
明
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
趙
秋
燕
「
論
“
公
孫
病
已
立
”
讖
言

與
霍
光
强
化
輔
政
地
位
的
關
係
」（『
商
業
經
濟
』
二
〇
一
五
―
九
、
二

〇
一
五
年
）
は
、
霍
光
が
「
公
孫
病
已
立
」
を
利
用
し
て
、
昭
帝
・
宣

帝
の
輔
佐
に
成
功
し
た
と
す
る
。
だ
が
、
眭
弘
を
「
大
逆
不
衟
」
と
刑

死
さ
せ
て
い
る
以
上
、
こ
う
し
た
理
解
は
誤
り
で
あ
る
。
な
お
、
曾
德

雄
「
從
眭
弘
之
死
看
儒
學
與
政
治
的
關
係
」（『
石
河
子
大
學
學
報
』
哲

學
社
會
科
學
版
二
六
―
三
、
二
〇
一
二
年
）
も
參
照
。

一
二　
『
春
秋
左
氏
傳
』
に
よ
り
「
漢
堯
後
說
」
が
成
立
す
る
こ
と
は
、
渡

邉
義
澔
「
兩
漢
に
お
け
る
春
秋
三
傳
と
國
政
」（『
兩
漢
に
お
け
る
詩
と

三
傳
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
、『
後
漢
に
お
け
る
「
儒
敎
國
家
」

の
成
立
』
前
揭
に
所
收
）
を
參
照
。

一
三　

董
仲
舒
の
災
異
說
が
陰
陽
說
に
止
ま
り
、
五
行
說
を
含
ま
な
い
こ
と

は
、
津
田
左
右
吉
「
前
漢
の
儒
敎
と
陰
陽
說
」（『
儒
敎
の
硏
究
』
二
、

岩
波
書
店
、一
九
五
一
年
、『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
十
六
卷
、岩
波
書
店
、

一
九
六
五
年
に
所
收
）
を
參
照
。
な
お
、
前
漢
の
災
異
說
に
つ
い
て
は
、

釜
田
啓
市
「
前
漢
災
異
說
硏
究
史
」（『
中
國
硏
究
集
刋
』
二
五
、
一
九

九
九
年
）
と
い
う
行
き
屆
い
た
學
說
整
理
が
あ
る
。

一
四　

西
嶋
定
生
「
武
帝
の
死
」（『
古
代
史
講
座
』
一
一
、一
九
六
五
年
、『
中

國
古
代
國
家
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
八
三
年
）。

な
お
、
呂
思
勉
『
秦
漢
史
』（
開
明
書
店
、
一
九
四
七
年
）
も
同
樣
の

見
解
を
述
べ
て
い
る
。

一
五　

町
田
三
郞
「
宣
帝
期
の
儒
敎
」（『
秦
漢
思
想
史
の
硏
究
』
創
文
社
、

一
九
八
五
年
）。
ま
た
、
松
島
隆
裕
「
前
漢
後
期
に
お
け
る
瑞
祥
の
一

考
察
―
『
漢
書
』
宣
帝
紀
を
中
心
に
」（『
倫
理
思
想
硏
究
』
二
、
一
九

七
七
年
）
も
參
照
。

一
六　
①
春
秋
、
昭
公
三
年
大
雨
雹
。
是
時
、
季
氏
專
權
、
卒
逐
昭
公
。
鄕

使
魯
君
察
於
天
變
、
宜
亡
此
害
。
今
陛
下
以
圣
德
居
位
、
思
政
求
賢
、
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堯
舜
之
用
心
也
。
②
然
而
善
祥
未
臻
、
陰
陽
不
和
、
是
大
臣
任
政
、
一

姓
擅
勢
之
所
致
也
。
附
枝
大
者
賊
本
心
、
私
家
盛
者
公
室
危
。
唯
明
主

躬
萬
⺇
、
選
同
姓
、
擧
賢
材
、
以
爲
腹
心
、
與
參
政
謀
、
令
公
卿
・
大
臣
、

朝
見
奏
事
、
明
陳
其
職
、
以
考
功
能
。
如
是
、
則
庶
事
理
、
公
衟
立
、

姦
邪
塞
、
私
權
廢
矣
（『
漢
書
』
卷
七
十
八 

蕭
望
之
傳
）

一
七　

宣
帝
の
霍
氏
打
倒
過
程
に
つ
い
て
は
、
宋
超
「“
霍
氏
之
禍
、
萌
于

驂
乘
”
發
微
―
宣
帝
與
霍
氏
家
族
關
係
探
討
」（『
史
學
月
刋
』
二
〇
〇

〇
―
五
、
二
〇
〇
五
年
）
を
參
照
。

一
八　
『
春
秋
穀
梁
傳
』
が
宣
帝
期
の
政
治
問
題
を
解
決
す
る
經
義
を
持
つ

こ
と
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
澔
「
兩
漢
に
お
け
る
春
秋
三
傳
と
國
政
」

（『
兩
漢
に
お
け
る
詩
と
三
傳
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
、『
後
漢
に

お
け
る
「
儒
敎
國
家
」
の
成
立
』
前
揭
に
所
收
）
を
參
照
。

一
九　

臣
願
、
①
陛
下
徙
都
於
成
週
、
左
據
成
皋
、
右
阻
黽
池
、
前
鄕
崧
高
、

後
介
大
河
。
…
…
②
漢
家
郊
兆
・
寢
廟
祭
祀
之
禮
、
多
不
應
古
。
臣
奉
、

誠
難
亶
居
而
改
作
。
故
願
陛
下
、
遷
都
正
本
。
衆
制
皆
定
、
亡
復
繕
治

宮
館
不
急
之
費
、
歲
可
餘
一
年
之
畜
。
…
…
故
臣
願
、
陛
下
因
天
變
而

徙
都
、
所
謂
與
天
下
更
始
者
也
。
天
衟
終
而
復
始
、
窮
則
反
本
。
故
能

延
長
而
亡
窮
也
。
③
今
漢
衟
未
終
、
陛
下
本
而
始
之
、
於
以
永
世
延
祚
、

不
亦
優
乎
（『
漢
書
』
卷
七
十
五 

翼
奉
傳
）。
な
お
、
翼
奉
の
災
異
說

に
つ
い
て
は
、
湯
志
鈞
（
他
）『
西
漢
經
學
與
政
治
』（
上
海
古
籍
出
版

社
、
一
九
九
四
年
）
を
參
照
。

二
〇　
「
古
典
中
國
」
が
ど
の
よ
う
に
經
義
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
は
、
渡
邉
義
澔
「
規
範
と
し
て
の
「
古
典
中
國
」」（『
日
本
儒
敎
學

會
報
』
一
、
二
〇
一
七
年
）
を
參
照
。

二
一　

成
帝
時
、
①
齊
人
甘
忠
可
、
詐
造
天
官
曆
・
麭
元
太
平
經
十
二
卷
、

以
言
、②
漢
家
逢
天
地
之
大
終
、當
更
受
命
於
天
。
天
帝
使
眞
人
赤
精
子
、

下
敎
我
此
衟
。
忠
可
以
敎
重
平
夏
賀
良
・
容
丘
丁
廣
世
・
東
郡
郭
昌
等
。

中
壘
校
尉
劉
向
奏
、③
忠
可
假
鬼
神
罔
上
惑
衆
。
下
獄
治
服
。
未
斷
病
死
。

賀
良
等
坐
挾
學
忠
可
書
、以
不
敬
論
。
後
賀
良
等
復
私
以
相
敎
（『
漢
書
』

卷
七
十
五 

李
尋
傳
）。

二
二　

安
居
香
山
『
緯
書
の
成
立
と
そ
の
展
開
』（
國
書
刋
行
會
、
一
九
七

九
年
）、久
野
昇
一「
漢
室
再
受
命
の
思
想
に
つ
い
て
」（『
東
亞
論
叢
』五
、

一
九
四
一
年
）、
黃
開
國
「
論
讖
緯
神
學
的
產
生
」（『
江
西
社
會
科
學
』

一
九
九
二
―
三
、一
九
九
二
年
）、王
健
「
西
漢
後
期
的
文
化
危
⺇
與
“
再

受
命
”
事
件
新
論
」（『
中
國
史
硏
究
』
二
〇
一
五
―
一
、
二
〇
一
五
年
）

な
ど
を
參
照
。

二
三　

田
中
蔴
紗
巳
「
劉
向
の
災
異
說
に
つ
い
て
―
前
漢
災
異
思
想
の
一
面
」

（『
集
刋
東
洋
學
』二
四
、一
九
七
〇
年
、『
兩
漢
思
想
の
硏
究
』硏
文
出
版
、

一
九
八
六
年
に
所
收
）。
な
お
、平
澤
步
「『
漢
書
』
五
行
志
と
劉
向
『
洪

範
五
行
傳
論
』」（『
中
國
哲
學
硏
究
』
二
五
、
二
〇
一
一
年
）
も
參
照
。

二
四　

劉
向
の
五
行
志
解
釋
に
用
い
ら
れ
る
『
春
秋
』
が
穀
梁
傳
を
中
心
と

す
る
こ
と
は
、
池
田
秀
三
「
劉
向
の
學
問
と
思
想
」（『
東
方
學
報
』
京

都
五
〇
、
一
九
七
八
年
）
を
參
照
。

二
五　

臣
聞
、
天
生
蒸
民
、
不
能
相
治
、
爲
立
王
者
、
以
統
理
之
。
方
制
海

內
、
非
爲
天
子
、
列
土
封
疆
、
非
爲
諸
侯
、
①
皆
以
爲
民
也
。
垂
三
統
、

列
三
正
、
去
無
衟
、
開
有
德
、
不
私
一
姓
。
明
天
下
乃
天
下
之
天
下
、
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非
一
人
之
天
下
也
。
…
…
②
終
不
改
寤
、
惡
洽
變
備
、
不
復
譴
吿
、
更

命
有
德
。
…
…
陛
下
承
八
世
之
功
業
、當
陽
數
之
標
季
、涉
三
七
之
節
紀
、

遭
无
妄
之
卦
運
、
直
百
六
之
災
阸
。
三
難
異
科
、
雜
焉
同
會
。
③
建
始

元
年
以
來
、
二
十
載
閒
、
羣
災
・
大
異
、
交
錯
鋒
起
、
多
於
春
秋
所
書
。

…
…
④
至
誠
應
天
、則
積
異
塞
於
上
、禍
亂
伏
於
下
。
何
憂
患
之
有
（『
漢

書
』
卷
八
十
五 
谷
永
傳
）。

二
六　

谷
永
に
つ
い
て
は
、小
林
春
樹
「『
漢
書
』
の
谷
永
像
に
つ
い
て
」（『
東

洋
硏
究
』
一
六
七
、
二
〇
〇
八
年
）
を
參
照
。

二
七　
（
李
）
尋
遂
白
賀
良
等
。
皆
待
詔
黃
門
、數
召
見
陳
說
。
①
漢
曆
中
衰
、

當
更
受
命
。
②
成
帝
不
應
天
命
、
故
絶
嗣
。
今
陛
下
久
疾
、
變
異
屢
數
、

天
所
以
譴
吿
人
也
。
③
宜
急
改
元
易
號
。
乃
得
延
年
益
壽
、
皇
子
生
、

災
異
息
矣
（『
漢
書
』
卷
七
十
五 

李
尋
傳
）。

二
八　

成
帝
期
に
事
實
と
し
て
災
異
の
出
現
頻
度
が
前
漢
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
松
島
隆
裕
「
前
漢
元
帝
期
の
災
異
と
災
異
說
」（『
倫
理
思
想
硏

究
』
三
、
一
九
七
七
年
）
を
參
照
。

二
九　

兩
漢
に
お
け
る
天
の
祭
祀
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
澔
「
兩
漢
に
お
け

る
天
の
祭
祀
と
六
天
說
」（『
兩
漢
儒
敎
の
新
硏
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇

〇
八
年
、『
後
漢
に
お
け
る
「
儒
敎
國
家
」
の
成
立
』
前
揭
に
所
收
）

を
參
照
。

三
〇　

劉
向
の
『
列
女
傳
』
執
筆
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
澔
「
劉
向

の『
列
女
傳
』と
春
秋
三
傳
」（『
斯
文
』一
三
三
、二
〇
一
八
年
）を
參
照
。

三
一　

哀
帝
久
寢
疾
、
⺇
其
有
益
、
遂
從
賀
良
等
議
。
於
是
詔
制
丞
相
・
御

史
、
…
…
朕
以
眇
身
入
繼
太
祖
、
承
皇
天
、
總
百
僚
、
子
元
元
、
未
有

應
天
心
之
效
。
①
卽
位
出
入
三
年
、
災
變
數
降
、
日
月
失
度
、
星
辰
錯
謬
、

高
下
貿
易
、
大
異
連
仍
、
盜
賊
竝
起
。
朕
甚
懼
焉
、
戰
戰
兢
兢
、
唯
恐

陵
夷
。
惟
漢
興
至
今
二
百
載
、
②
曆
紀
開
元
、
皇
天
降
非
材
之
右
、
漢

國
再
獲
受
命
之
符
。
朕
之
不
德
、
曷
敢
不
通
夫
受
天
之
元
命
。
③
必
與

天
下
自
新
。
其
大
赦
天
下
、
以
建
平
二
年
爲
太
初
元
將
元
年
、
號
曰
陳

圣
劉
太
平
皇
帝
。
漏
刻
以
百
二
十
爲
度
。
布
吿
天
下
、
使
明
知
之
（『
漢

書
』
卷
七
十
五 

李
尋
傳
）。

三
二　

後
上
置
酒
麒
麟
殿
。（
董
）
賢
父
子

屬
宴
飮
、
王
閎
兄
弟
侍
中
・

中
常
侍
、
皆
在
側
。
上
有
酒
所
、
從
容
視
賢
笑
曰
、
①
吾
欲
法
堯
禪
舜
。

何
如
。
閎
進
曰
、
②
天
下
乃
高
皇
帝
天
下
、
非
陛
下
之
有
也
。
陛
下
承

宗
廟
、
當
傳
子
孫
於
亡
窮
。
統
業
至
重
、
天
子
亡
戲
言
。
上
默
然
不
說
、

左
右
皆
恐
。
於
是
遣
閎
出
。
後
不
得
復
侍
宴
（『
漢
書
』
卷
九
十
三 

佞

幸 

董
賢
傳
）。

三
三　
『
禮
記
』禮
運
篇
に
記
さ
れ
る「
天
下
爲
私
」を「
小
康
」、「
天
下
爲
公
」

を
「
大
同
」
と
す
る
公
・
私
の
思
想
に
基
づ
い
て
、
や
が
て
後
漢
か
ら

曹
魏
へ
の
革
命
が
正
統
化
さ
れ
る
こ
と
は
、
渡
邉
義
澔
「
三
國
時
代
に

お
け
る「
公
」と「
私
」」（『
日
本
中
國
學
會
報
』五
五
、二
〇
〇
三
年
、『
三

國
政
權
の
構
造
と「
名
士
」』汲
古
書
院
、二
〇
〇
四
年
に
所
收
）を
參
照
。

三
四　

渡
會
顯
「
劉
歆
の
災
異
思
想
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
學
大
學
院
硏
究

論
集
』
七
、
一
九
八
三
年
）
は
、
劉
歆
の
災
異
說
の
目
的
は
、
古
文
經

學
確
立
に
あ
っ
た
と
す
る
。
劉
歆
の
災
異
說
に
法
則
性
を
見
出
す
板
野

長
八
「
災
異
說
よ
り
見
た
劉
向
と
劉
歆
」（『
東
方
學
會
創
立
二
十
五
週

年
記
念　

東
方
學
論
集
』
東
方
學
會
、
一
九
七
二
年
、『
儒
敎
成
立
史
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の
硏
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
に
所
收
）
も
參
照
。

三
五　

以
上
、王
莽
に
つ
い
て
は
、渡
邉
義
澔「
王
莽
の
革
命
と
古
文
學
」（『
東

洋
硏
究
』一
七
九
、二
〇
一
一
年
）、「「
古
典
中
國
」の
形
成
と
王
莽
」（『
中

國
―
社
會
と
文
化
』
二
六
、二
〇
一
一
年
）、「
王
莽
の
官
制
と
統
治
政
策
」

（『
東
洋
硏
究
』一
八
三
、二
〇
一
二
年
）、「
王
莽
の
經
濟
政
策
と『
週
禮
』」

（『
漢
學
會
誌
』
五
一
、
二
〇
一
二
年
）、「
理
念
の
帝
國
―
王
莽
の
世
界

觀
と
「
大
一
統
」」（『
知
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
』
明
治
書
院
、
二
〇
一
一
年
）

を
參
照
。

三
六　

渡
邉
義
澔
「
元
始
中
の
故
事
と
後
漢
の
禮
制
」（『
斯
文
』
一
二
九
、

二
〇
一
六
年
）、「「
古
典
中
國
」
の
成
立
と
展
開
」（『
中
國
史
の
時
代

區
分
の
現
在
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
を
參
照
。

　
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
災
異
說
、
革
命
、
眭
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　




